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竜安寺川西遺跡発掘調査の概要
　竜安寺川西遺跡は、山梨県笛吹市境川町前間田地内にある遺跡です。平成 20 年に山

梨リニア実験線建設工事に伴って発掘調査が行われました。

　調査の結果、縄文時代前期後半（約 5,000 年前）の竪穴住居跡１軒、土坑２基、縄文

時代中期中葉（約 4,500 年前）の竪穴住居跡３軒、土坑１基、弥生時代後期（約 2,000

年前）の竪穴住居跡１軒などが発見されました。

　縄文時代前記後半の土坑からは大型の深鉢形土器や、儀式などに使われたと考えられ

る有孔浅鉢形土器が出土したことから、遺体を埋葬

した土坑墓であると考えられます。

　縄文時代中期中葉の竪穴住居跡では、石で囲った

ものや土器を使用したものなど、様々な形の炉を発

見しました。また、住居の中に大きな土坑（土坑墓）

があったり、大きな石の周りに土器や石器が集中し

て出土する状況が見られたことから、住居として使

われなくなったあとのくぼみを利用して、お墓を作っ

たり、儀式を行っていたことがわかりました。

　弥生時代後期の竪穴住居跡から採取した炭で炭素 14 年代測定を行ったところ、紀元

後１世紀ごろのものという結果が出ました。また、

土器はほとんど出土していないものの、炉のような

石の囲いと焼けた床面を発見した竪穴状遺構の炭の

測定では、紀元前～後１世紀ごろという結果が出て

います。同じような形状の竪穴状遺構がいくつか発

見されていることから、これらも弥生時代の住居跡

であった可能性が考えられます。

　この他に、直径

20 ｍほどの円形の溝を発見しました。溝は一部がと

ぎれていて、溝の内側と外側をつなぐ通路のように

なっていました。溝の中から弥生時代の土器が出土

したことから、弥生時代の円形周溝墓ではないかと

推測されます。

　以上のように、竜安寺川西遺跡は、縄文時代や弥

生時代の集落やお墓があった遺跡であることが今回の

発掘調査によってわかりました。

縄文時代中期の住居跡中央から土器を利用し
た炉が見つかりました。

弥生時代後期の住居跡からは壺形の土器が出
土しました。

溝の内側と外側をつなぐように一部（写真右
下）がとぎれています。



序 文

本書は山梨リニア実験線の建設工事に伴い平成 20年度に発掘調査が行われた竜安寺

川西遺跡の調査報告書です。竜安寺川西遺跡は、笛吹市境川町前間田地内に位置してお

り、調査の結果、縄文時代前期後半や中期中葉の竪穴住居跡や土坑、弥生時代後期の竪

穴住居跡や円形周溝墓などが確認されました。

縄文時代中期中葉の竪穴住居跡は、新道式期のものが３軒確認されました。遺跡の周

辺では、一の沢遺跡などで井戸尻式期の住居跡が多数確認されていますが、それよりも

古い段階に当たる新道式期の住居跡はわずかに１軒だけです。この地域で縄文時代中期

中葉新道式期の竪穴住居跡が確認されたことによって、遺跡の周辺における縄文時代集

落の変遷過程がまた一つ明らかになりました。

弥生時代後期の遺構では、竪穴住居跡や円形周溝墓が確認されました。また、地面を

浅く掘りこんだ竪穴状遺構が発見されています。竪穴住居跡に比べて竪穴が浅く、形も

不整形であるものの、炉と考えられる施設が設けられているものも認められ、住居であっ

たものが含まれていると考えられます。これらの遺構は、未だ不明な部分の多い弥生時

代の住居の形態や集落構成を解明するための貴重な資料と言えるでしょう。

竜安寺川西遺跡は、既に存在が確認されていた周知の遺跡でありますが、これまでに

本格的な発掘調査が行われたことはなく、今回の発掘調査において遺跡の詳細な内容を

確認することができました。この報告書が、遺跡周辺および本県の歴史・文化財に関す

る学習や研究において、多少なりとも貢献できれば幸いです。

最後に、独立行政法人　鉄道建設・運輸施設整備支援機構をはじめ、調査にあたって

御協力いただいた関係者、関係機関に厚くお礼を申し上げます。

2011 年２月

山梨県埋蔵文化財センター

所長　小野正文



例　　言

１　本書は、山梨県笛吹市境川町前間田に存在する竜安寺川西遺跡の発掘調査報告書である。

２　�本書は、山梨リニア実験線建設に伴う事前調査であり、独立行政法人�鉄道建設・運輸施設整備支援機構よ

り山梨県教育委員会が委託を受け、山梨県埋蔵文化財センターが調査を実施したものである。

３　�本書の執筆・編集は当センターの依田幸浩が行った。また、第４章をパリノ・サーヴェイ株式会社の報告書

から転載した。

４　�本書の作成にあたり、自然化学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に、石器実測図の作成・トレースおよび

石器観察表作成を株式会社アルカに、測量基準点を昭和測量株式会社に、遺跡の空中写真撮影および写真測

量・図化を株式会社シン技術コンサルに委託した。

５　�遺跡における遺構等の写真については、猪股一弘と依田幸浩が撮影した。遺物の写真は、依田が撮影し、実

測を委託した石器については、株式会社アルカ撮影の写真を使用した。また、遺跡の空中写真は株式会社シ

ン技術コンサル撮影の写真を使用した。

６　本書に係る記録図面、写真、出土遺物等は山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

凡　　例

１　遺構・遺物図面の縮尺は図中に示した。

２　住居跡や土坑などの遺構番号は、各区ごとに順次付したものである。

３　�調査区内には世界測地系座標に基づく５ｍ四方のグリッドを設定しており、全体図（第２図）におけるX・

Y軸延長線上の数字は座標線の数値である。よって南北のグリッド線および図中の北印は真北を指す。

４　遺構図版中のドットマークや出土遺物に付した番号は、遺物図版の番号に対応している。

５　遺構図版中の★は年代測定試料、☆は樹種同定試料の採取地点を表す。

６　遺構断面図の左側基点に付した数字は標高（ｍ）を表す。

７　遺構図版中に用いたスクリーントーンが表す内容は以下のとおりである。

� � ：焼土� � � ：炭化物・炭化材� � ：礫� � 　：被熱した礫

� � ：地山・撹乱

８　遺物図版中に用いたスクリーントーンが表す内容は以下のとおりである。

� � ：赤彩� � � ：みがき� � ：すす� � 　：剥離

９　遺物観察表の括弧つき数値は推定値である。　
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第１章　調査の経緯と経過

第１節　調査に至る経緯

竜安寺川西遺跡は、笛吹市境川町前間田地区にある遺跡で、縄文・古墳時代の遺物散布地として周知された遺

跡である。遺跡の範囲内に山梨リニア実験線の変電所建設が予定されており、変電所予定地が実験線本線のトン

ネル掘削残土の置き場として利用されることになったため、埋蔵文化財の有無を確認する試掘調査を経て、本調

査が実施されることとなった。試掘調査は、本線部分を含めて平成 19 年７月２日から８月 31 日にかけて行われ、

変電所予定地内においては、約 40,000㎡を対象に 109 本のトレンチを設定して調査が行われた。この結果、縄

文時代の竪穴住居跡や土坑などが確認され、予定地内の約 14,000㎡を対象に本調査を行うこととなった。

第２節　調査の目的と課題

竜安寺川西遺跡は、周知の遺跡であり、北向きの緩斜面上の南北約 650 ｍ、東西約 120 ｍの範囲にわたると

推測されている。これまでは、縄文・古墳時代の遺物散布地とされていたが、今回の本調査に先立つ試掘調査に

おいて、縄文時代の竪穴住居跡や土坑など遺構の存在が明らかになったことから、これらの遺構の詳細な状況を

調査することが目的となった。また、本調査を行う地点は遺跡の北側にあたり、南側の高台部分に比べて傾斜が

きつくなる地形となる。このため、遺跡の中心は南側にあることが推測されるが、遺構の分布状況を確認するこ

とによって、集落の規模や範囲の推測が可能になると考えられる。

第３節　発掘調査の経過

本調査に先立ち、平成 20 年４月 16 日に事業者である独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構と学術

文化財課、埋蔵文化財センターの３者が、本調査における範囲の確認や調査期間および工程などについて現地協

議を行った。

本調査は平成 20 年６月 13 日から開始した。まず、調査機材の搬入やプレハブ等の設置を行い、１区から重

機による表土剥ぎ作業を開始した。調査区は南側と北東側に大きく分かれることから、南側を１区、北東側を２

区とした。また、各区内において土地の区画ごとに石積みやコンクリート壁による段差が設けられ、コンクリー

トで舗装された旧農道が縦横に走っていたため、１区を１－Ａ～Ｆ区、２区を２－Ａ～Ｃ区に分けて調査を行っ

た。１区の表土剥ぎ作業は１－Ｂ区から開始し、次いで１－Ｃ区、１－Ｄ区、１－Ａ区、１－Ｅ区、１－Ｆ区の

順で行った。１区の表土剥ぎ作業は、土地の傾斜や段差により難航したものの、８月１日に終了している。また、

測量基準杭・ベンチマークの設置を表土剥ぎの進捗状況に合わせて各区で行い、やはり８月１日に１区への設置

を終了した。この表土剥ぎ作業および基準杭・ベンチマークの設置作業に平行して、人力による遺構確認、遺構

精査、遺物・遺構の測量などの作業を行い、８月 26 日には１－Ａ～Ｄ区の調査を終えて、空中写真撮影をラジ

コンヘリコプターによって行った。これは調査範囲が広大なため、１区を２回に分けて撮影しないと空中写真を

使用した図化作業ができないためである。１－Ｅ・Ｆ区の空中写真撮影は 11 月５日に行ったが、測量作業など

の調査は 11 月 25 日まで実施した。２区の表土剥ぎ作業は２－Ａ区～２－Ｃ区の順に 10 月 16 日から 11 月７

日まで行い、10 月 27 日からは人力による遺構確認作業を開始、11 月 19 日に空中写真撮影を行い調査を終了

した。なお、２区への測量基準杭・ベンチマーク設置は 11 月 11 日に終えている。各区の埋め戻し作業は、１

－Ａ～Ｄ区が９月 16 日から 10 月 15 日、１－Ｅ・Ｆ区が 11 月７日から 11 月 26 日、２区が 11 月 27 日から

12 月２日まで行った。12 月２日までにプレハブや機材等の撤収を行い、調査を終了した。

第４節　室内調査等の経過

室内調査は、平成 20 年度に基礎的整理作業、平成 21 年度に本格的整理作業を行った。基礎的整理作業では、
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遺物の洗浄・注記・接合・復元および図面整理を平成 21 年１月７日から３月 11 日まで行った。本格的整理作

業では、遺物の実測・トレースおよび遺構のトレースを平成 22 年１月 12 日から３月 26 日まで行った。平成

22 年度には、報告書刊行に向けて、遺物・遺構・写真図版を作成し、平成 23 年２月 25 日に刊行となった。

また、整理作業の段階で抽出した各資料について、平成 21 年度には、自然化学分析として炭化物の炭素 14

年代測定と材同定、平成 22 年度には、石器の実測・トレース、自然化学分析として土器付着物質のＸ線回析分

析および赤外線分光分析、炭化材の樹種同定、土壌の微細物分析の業務委託を行った。

竜安寺川西遺跡発掘調査に係る法的手続きおよび報告事項

（平成 20 年度）

・平成 20 年６月 12 日　文化財保護法第 99 条第２項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長へ提出

文書番号／文書名：教埋文第 171 号／竜安寺川西遺跡の発掘調査報告・実施について

・平成 20 年 12 月 11 日　文化財保護法第 100 条第２項に埋蔵文化財の発見通知を山梨県教育委員会教育長へ

提出し、笛吹警察署への提出を依頼

文書番号／文書名：教埋文第 596 号／竜安寺川西遺跡発掘調査に伴う遺物発見通知の提出について

・平成 20 年 12 月 19 日　発掘調査結果報告を山梨県教育委員会教育長へ提出

文書番号／文書名：教埋文第 597 号／竜安寺川西遺跡発掘調査の完了について

・平成 21 年 3 月６日　実績報告書を山梨県教育委員会教育長へ提出

文書番号／文書名：教埋文第 736 号／実績報告書の提出について

（平成 21 年度）

平成 22 年３月 5 日　実績報告書を山梨県教育委員会教育長へ提出

文書番号／文書名：教埋文第 893 号／実績報告書の提出について

第５節　調査組織

調査主体 山梨県教育委員会

調査機関 山梨県埋蔵文化財センター

 所　　長　新津　健（平成 20 年度）　小野正文（平成 21・22 年度）

 次　　長　小野正文（平成 20 年度）　渡辺晶夫（平成 20・21 年度）　平賀孝雄（平成 22 年度）

 調査課長　小林広和（平成 20 年度）　出月洋文（平成 21・22 年度）

調査担当者 猪股一弘（平成 20 年度）　石井　明（平成 21 年度）　依田幸浩（平成 20 ～ 22 年度）

作業員

発掘調査  新谷和美　石井弘文　石坂恵理　石原昭武　猪股順子　岡日出人　加藤光男　河住初美　河住ふさ

子　河住光子　神沢正孝　河野逸廣　佐藤あけみ　田中初子　新津多恵　野呂瀬英臣　マスードナ

ビート　望月茂　山本三重子　依田和美

基本的整理作業　石坂恵理　猪股順子　新津多恵　山本三重子

本格的整理作業　垣内律子　川住たまみ　清水真弓　斉藤律子　新津多恵　野沢喜美　依田和美　渡辺麗子　　
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第２章　遺跡周辺の環境と歴史

竜安寺川西遺跡は、笛吹市境川町（旧東八代郡境川村）前間田地内の標高約 330 ～ 370 ｍの地点に位置する。笛

吹市は、平成 16 年に旧東八代郡石和町、御坂町、一宮町、八代町、境川村、旧東山梨郡春日居町が合併して発足し、

平成 18 年には旧東八代郡芦川村を編入している。

遺跡は、甲府盆地の南縁に発達する曽根丘陵の東端に立地している。曽根丘陵は、北側の甲府盆地と南側の御坂山

地との間に広がるベンチ状の平坦な地帯で、西八代郡市川三郷町（旧三珠町）から笛吹市（旧境川村）まで連なる丘

陵であるが、笛吹市境川町にある標高 394.9 ｍの坊ヶ峰から以東は笛吹川に流れる幾つかの支流によって扇状地が形

成され、盆地に向かって北西方向の緩斜面が連続する地形となる。遺跡の東側には遺跡名の由来となった竜安寺川が

流れており、川際は高低差が 15 ｍほどの谷になっている。竜安寺川は、旧境川村と旧八代町の境界線となっていたが、

竜安寺川西遺跡のある川の西側は北向きの緩斜面であるのに対し、東側は竜安寺山の急崖となっている。また、遺跡

から 350 ｍほど西側には狐川が流れており、川の両側に小規模な扇状地を形成しているが、左岸に比べ遺跡のある右

岸の方が急勾配となっている。竜安寺川西遺跡は竜安寺川の左岸（西側）に沿って南北方向に細長い範囲に位置が設

定されており、南側は比較的なだらかな斜面であり、今回発掘調査が行われた北側はやや急な斜面となる。遺跡周辺

には、桃畑が広がり、調査区内も以前は桃畑やブドウ畑であったが、桑も残っていたことから、かつては養蚕用の桑が

植えられていたようである。

曽根丘陵上には、旧石器時代から古墳時代の遺跡が数多く存在し、笛吹市に限ってもその状況は変わらないが、さ

らに平安時代の遺跡が多く見られるようになる。これは奈良 ･ 平安時代において笛吹市一帯が甲斐国の中心地であった

ということだけでなく、坊ヶ峰以東の盆地へとなだらかに傾斜する地形が関係するともみられる。

竜安寺川西遺跡と同じく狐川と竜安寺川に挟まれた北向きの緩斜面上に立地する仲原遺跡（第１図 24）は、狐川の

右岸（東側）に沿って展開する。平成５年に当時の境川村教育委員会によって発掘調査が行われ、縄文時代前期末・

中期（約 5,000 ～ 4,500 年前）の住居跡や土坑が確認されている。

狐川左岸（西側）は右岸に比べ傾斜が緩く、北西方向の緩斜面となり、比較的大規模な集落遺跡が存在している。

一の沢遺跡（18）は狐川扇状地の扇頂部に位置する遺跡で、のべ 10 回にわたる発掘調査が行われ、縄文時代前期前

半～後期前半（約 5,500 ～ 3,500 年前）の集落跡や墳丘を削平された古墳が確認されている。昭和 58 年に行われた

２次調査では、山梨県内では類例の少なかった縄文時代中期の土器型式である井戸尻式期の住居跡が７軒確認され、

特に４号住居跡から出土した良好な土器群は貴重な一括資料として平成 11 年に重要文化財に指定された。立石北遺跡

（17）は一の沢遺跡と同じ狐川左岸の扇状地上に立地し、一の沢遺跡の北側に接している。昭和 61 年と平成６年に発

掘調査が行われ、縄文時代～平安時代の住居跡などが確認されている。また立石北遺跡から北に 300 ｍほど下った

地点にある西原遺跡（13）からは弥生時代後期～古墳時代前期（約 1,800 年前）の方形周溝墓群が確認されている。

さらにリニア実験線の本線上に位置する中丸遺跡（14）と中丸東遺跡（15）は、平成 20・22 年に発掘調査が行われ、

縄文時代前期（約 5,500 年前）の土坑や古墳時代前期（約 1,700 年前）の住居跡などが確認されている。

竜安寺川右岸の竜安寺山山上には舌状台地が広がり、この地点にも多くの遺跡が存在する。上の平遺跡（25）では、

縄文時代中期や弥生時代後期の住居跡、平安時代の土坑など（昭和 59 年調査）、大谷沢Ａ遺跡（27）では平安時代

と推定される住居跡（平成５年調査）が、旧八代町教育委員会の発掘調査によって確認されている。また、この台地上

には竜塚古墳（26）と富士塚古墳が築かれている。特に５世紀前半に築かれた竜塚古墳は、この時期では東日本最大

級の方墳として平成６年には山梨県指定史跡に指定されている。古墳は、竜塚古墳からさらに南東に 600 ｍほどの地

点に前方後円墳の県指定史跡 岡銚子塚古墳（30）が存在する他、境川や狐川、竜安寺川の流れ込む浅川流域に古墳

時代後期の円墳を中心とした古墳群が確認されている。

さらに、曽根丘陵前面の甲府盆地内平坦部においても、前間田条里制遺跡や米倉条里制遺構などの条里遺構など

が存在し、散布地を含め縄文時代～平安時代にかけての遺跡の密集地となっている。

－ 3 －



引用・参考文献

・境川村　1978『境川村誌』

・八代町　1975『八代町誌』上巻

・奥山和久 他　1985『上の平遺跡』八代町教育委員会

・小林広和・里村晃一　1989『一の沢遺跡調査報告書』山梨県埋蔵文化財センター調査報告第 42 集　山梨県教

育委員会

・長沢宏昌・中山誠二　1986『一の沢西遺跡・村上遺跡・後呂遺跡・浜井場遺跡』山梨県埋蔵文化財センター調

査報告第 16 集　山梨県教育委員会

・野崎進　1999『一の沢遺跡（10 次）』境川村埋蔵文化財調査報告書第 16 集　境川村教育委員会

１１

２２
３３

４４
５５

６６

７７

８８

９９
10

10
1111
1212 1313

1414

1616

1616

1818
1919

2020
2121

2222

2323

2424

2525

2626

2727

2828

2929

3030 3131

3232

3333
3434

35353636

竜安寺川西
　　　  遺跡
竜安寺川西
　　　  遺跡

1515

１．諏訪尻遺跡（縄文～古墳：集落跡）２．北の宮遺跡（縄文、古墳、平安：集落跡）３．大塚古墳（古墳：古墳）４．薊在家遺跡（縄
文、古墳～平安：集落跡）５．室屋遺跡（古墳、近世：集落跡）６．辻遺跡（縄文、古墳：集落跡）７．水口遺跡（縄文、古墳：集落跡）
８．温湯遺跡（平安：集落跡）９．蛇山古墳群（古墳：古墳）10．金山遺跡（縄文、古墳、平安：集落跡）11．柳原遺跡（縄文：集落跡）
12．堤遺跡（古墳：古墳）13．西原遺跡（縄文～古墳：集落跡）14．中丸遺跡（縄文、古墳：集落跡）15．中丸東遺跡（縄文、古墳：集
落跡）16．京原遺跡（縄文～古墳、中世：集落跡）17．立石北遺跡（縄文～古墳、平安：集落跡）18．一の沢遺跡（縄文、古墳、平安、
中世：集落跡・古墳）19．手古松遺跡（古墳：集落跡）20．亀の子遺跡（縄文：集落跡）21．机遺跡（縄文：集落跡）22．寺平遺跡（縄文：
集落跡）23．砂原山遺跡（縄文、平安：集落跡）24．仲原遺跡（縄文、古墳、平安、中世：集落跡・古墳）25．上の平遺跡（縄文～平安：
集落跡）26．竜塚古墳（古墳、古墳）27. 大谷沢Ａ遺跡（縄文、古墳、平安：集落跡）28．真福寺遺跡（縄文：集落跡）29．銚子原遺跡（縄
文～平安：集落跡）30．岡銚子塚古墳（古墳：古墳）31．盃塚古墳（古墳：古墳）32．米倉Ｂ条里制遺構（奈良、平安：条里）33．米倉
Ｃ条里制遺構（奈良、平安：条里）34．前間田条里制遺跡（奈良、　平安：条里）35．米倉Ａ条里制遺構（奈良・平安：条里）36．石橋
条里制遺跡（奈良、平安：条里）

　第 1 図　竜安寺川西遺跡と周辺の遺跡位置図（Ｓ＝１/25,000）
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第３章　調査の方法と成果

第１節　発掘調査の方法

１．調査区の地形・規模

調査区は大きく２地点に分かれるため、南側を１区、北東側を２区とした。１・２区ともに段差や農道などに

よって区画が細かく分かれていたため、１区を１－Ａ～Ｆ区、２区を２－Ａ～Ｃ区に分けて調査を行った。

１区では、１－Ａ区と１－Ｂ区が西向きの斜面となり、１－Ｃ区から１－Ｆ区にかけてほぼ北向きの緩斜面と

なっている。また、１－Ｄ区の南西端部には周囲をコンクリートブロックで囲われた一段高い区画が残っていた。

調査対象面積は約 10,000㎡であるが、区画の段差や農道部分、調査区際の安全帯を除き、１区全体で約 6,120

㎡となる。

２区は、２－Ｃ区から２－Ａ区にかけてほぼ北向きの緩斜面である。調査対象面積は約 4,000㎡であるが、１

区と同様に、２区全体では約 3,000㎡となる。

２．調査グリッドの設定

発掘調査に伴い、調査区内に世界測地系座標に基づく５ｍ四方のグリッドを設定した。調査区の南北方向に北

からアラビア数字で１・２・３・・、東西方向に西からアルファベットの大文字でＡ・Ｂ・Ｃ ･･ の順で記号を付け、

それぞれが交差する地点を A-1 グリッド、B-1 グリッドのように表す。

３．表土層の除去

本調査に先立って行われた試掘調査によって、表層の耕作土直下が遺構確認面であることが判明したため、重

機を用いて 30 ～ 50㎝ほど堆積していた耕作土を除去した。なお、１－Ｃ区では表土除去後も耕作による撹乱

が調査区全体に見られたため、さらに重機で１ｍほど掘り下げ、下層の遺構確認を行った。

４．表土層除去後の調査

重機による表土層除去後は、人力で遺構確認面の精査を行い、発見された遺構については、土層観察用のベル

トを設けるか、半裁をして掘削した。各遺構については、平面図・土層断面図などを作成し、出土遺物の位置を

記録した。調査の進捗状況および発見された遺構や遺物の状況は、小型一眼レフカメラやデジタルカメラで撮影

した。また、調査区全体図の作成には、空中写真撮影による測量・図化を行った。

第２節　基本層位

調査を行った地点は、現地表下に 30 ～ 50㎝ほど堆積した耕作土の直下が遺構確認面である暗黄褐色シルト

の地山層となり、遺物包含層は確認されなかった。1 区の西側や２区では地山が暗赤褐色粘土となり、この地点

では遺構の密度が薄くなる傾向が見られる。調査区一帯は傾斜地特有の段々畑になっており、農地造成などによっ

て土地の原形がかなり変化していると考えられる。また、畑の区画ごとに上方の段差付近などは下方の地点より

も深く地山を削っている状況が見られた。

遺構の覆土は、シルトまたはやや粘土質の暗褐色土を基本としているが、地山の暗黄褐色シルトをブロック状

に含む黒褐色シルトのものも見られる（竪穴状遺構や周溝など）。

１－Ｃ区（第８図）や１－Ｄ区の一部深掘り（第 10 図）などで地山下層の確認をした結果、現地表下１ｍほ

どの深さで暗褐色粘土層、その下で暗黄褐色粘土層が見られたが、遺構・遺物は発見されなかった。

第３節　発見された遺構と遺物

１．１－Ａ区（第４図）

１－Ａ区では、遺構・遺物ともに確認されなかった。東西方向に重機でトレンチを入れ、土壌の堆積状況を確

認した。
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２．１－Ｂ区（第５～７図）

１－Ｂ区からは、土坑８基、集石土坑１基を発見した（第６・７図）。遺物は、縄文土器（中期）の小破片が

少量出土したが、遺構からは出土しなかった。検出した土坑の中には、栄養ドリンクの瓶が出土するものもあり（１

号土坑）、遺物が何も出土しない土坑についても近年の耕作時に掘られたものが含まれている可能性が高い。（※

各土坑の詳細については第 1 表に記載。）

（１）集石土坑

１号集石土坑（第７図）

位置　１－Ｂ区の北東壁沿いの K・L-55・56 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形はややいびつな円形、断面は湾曲する V 字形となる。長軸 1.53 ｍ、短軸 1.43 ｍ、深さ 0.74 ｍ。

検出状況　平面形を検出した際には、表面が暗褐色シルト（第 1 層）で覆われていた。土坑の中層に 30 ～

40cm ほどの厚さで、径約５～ 20㎝の礫が詰め込まれていた。凝灰岩系の礫が多く使われていた。礫には熱を

受けた様子がほとんど見られなかったが、礫層中の土坑の東壁付近に焼土がブロック状に堆積していた。礫層の

下は黒褐色シルトとなり、約 30㎝四方の範囲から炭化材を検出した。炭化材の年代測定・材同定を行い、年代

測定が 4,960 ± 25yrBP、材同定がクリとの結果が出ている。

時期　縄文時代前期後半か

３．１－Ｃ区（第８・９図）

１－Ｃ区では、土坑２基を発見した（第９図）。遺構内だけでなく、１－Ｃ区全体において遺物の出土は皆無

に等しく、表土の耕作土中から平安時代の土師器の小破片が出土しただけである。１－Ｃ区南東壁面で地表から

深さ 1.5 ｍほど掘られた穴が確認されたことから、検出された土坑も同様のものである可能性が高い。付近の桃

畑を所有している方に話を聞いたところ、戦前には調査区周辺にサツマイモを貯蔵しておくための芋蔵（いもぐ

ら）と呼ばれる穴がいくつも掘られていたとのことである。（※各土坑の詳細については第 1 表に記載。）

４．１－Ｄ区（第 10 ～ 21 図）

１－Ｄ区からは、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡１軒、縄文時代前期後半の土坑２基、時期不明の土坑 16 基

を発見した。１－Ｄ区全体に近年の耕作による撹乱が入り、遺構確認面を掘り込んでいる。時期不明の土坑の中

には、耕作時に掘られたものも含まれている可能性がある。

（１）住居跡

１号住居跡（第 13 ～ 15 図）

位置　１－Ｄ区北西壁に接し、１－Ｅ区まで達する。P・Q-45・46 グリッドに位置する。

形状・規模　南東側を試掘トレンチにより掘削され、北西側は、１－Ｅ区一帯の造成により削平されているが、

直径 5.6 ｍほどの円形であると考えられる。竪穴の深さは遺構確認面から約 20㎝で、壁はやや斜めに立ち上がる。

柱穴　住居内から１～３号土坑を検出したが、この土坑の位置がもともと柱穴のあった位置と符合するものと考

えられる。土坑は南西側（１土）・北西側（３土）・北東側（２土）から１基づつ検出した。東側と南東側からは

掘り込みの浅いピットを検出したが、柱穴とするには位置的にもややバランスが悪い。１～３号土坑の位置関係

から４～５本柱の住居であったことが想定される。

炉　住居のほぼ中央から石囲い炉を検出した。石組みは南側の一部のみが残っていた。南東側に長さ 40㎝ほど

の扁平な礫を配置し、南側と南西側には 25 ～ 30㎝ほどの礫を配置している。石組みが消失している部分には

炉の周囲の床面から検出した熱を受けた礫が使用されていたものと考えられる。焼土は石組みの残る内側に集中

して見られ、石組みがない方面には掘り方の覆土中に少量の焼土粒子が見られる程度であった。炉の掘り方の中

からは土器がまとまって出土している（１）。

住居内土坑　柱穴の項でも触れたが、３基の土坑を検出した。1 号土坑は住居内南西側から検出した。平面形は
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楕円形で、断面は中間に段を持つＵ字形である。規模は、長軸１ｍ、短軸 0.86 ｍ、深さ 0.83 ｍである。土坑

底部からは、加工されていない扁平な礫と深鉢形土器の破片が出土した。２号土坑は住居内北東側から検出した。

平面形は不整形で、断面は表面から中段上部が擂鉢状に広がり、その下は細長いＵ字形である。規模は、長軸、

0.89 ｍ、短軸 0.63 ｍ、深さ 0.78 ｍである。土坑中段から底部にかけての断面形から柱穴であると考えられる。

３号土坑は住居内北西側から検出した。平面形は不整円で、南側にかけて擂鉢状に広がり、断面は北側でピット

状に一段深くなる。規模は、長軸 1.19 ｍ、短軸 0.70 ｍ、深さ 0.50 ｍである。土坑内からは大量の土器片と３

～ 15㎝ほどの礫が出土した。

遺物出土状況　床面付近から出土した遺物は住居跡の北側に多く分布し、覆土上層から出土した土器は同一個体

の破片が広範囲に散っている傾向が見られる（第 15 図）。

時期　縄文時代中期中葉（新道式期）

（２）土坑

１～５、９～ 18 号土坑については第 1 表に記載する。

６号土坑（第 18 図）

位置　１号住居跡の東、１－Ｄ区北西壁沿いの R・S-45 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形・断面ともに不整形で、長軸 4.2 ｍ、短軸 3.3 ｍ、深さ 0.84 ｍの規模である。

検出状況　所々に耕作による撹乱が入り、覆土も地山と類似しているため、本来の形状を把握するのが困難であっ

た。土坑底部も小起伏が連続し、安定していない。風倒木痕の類ではないかと考えられる。遺物は、床面上と覆

土中から縄文時代中期中葉の土器片が出土した。表面がやや磨耗していたことから土坑の周囲から流れ込んだも

のと考えられる。

時期　不明（縄文時代中期中葉か）

７号土坑（第 18･19 図）

位置　１号住居跡の南東、R-46 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形は楕円形で南東方向に少し突出する箇所がある。断面は箱形である。長軸 1.12 ｍ、短軸 0.86

ｍ、深さ 0.38 ｍ。

検出状況　土坑を半裁掘削する時点で土坑覆土と地山の境界が不明瞭であったため、断面観察によって形状を修

正した。土坑内からは深鉢形土器（1）が押しつぶされたような状態で出土した。

時期　縄文時代前期後半（諸磯ｃ式期）

８号土坑（第 19 図）

位置　７号土坑の南、R-47 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形はいびつな円形、断面は箱形である。長軸 1.42 ｍ、短軸 1.35 ｍ、深さ 0.41 ｍ。

検出状況　北西側に土坑壁面を掘り込んだような窪みが見られるが、根跡やモグラなどによる撹乱の可能性もあ

る。遺物は土坑中央やや東寄りの地点に集中している。有孔浅鉢（2・3）の破片が出土している。

時期　縄文時代前記後半（諸磯ｂ式期）

５．１－Ｅ区（第 22 ～ 29 図）

１－Ｅ区からは、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡１軒、土坑４基、集石土坑１基、弥生時代後期の竪穴状遺構

1 基、時期不明の竪穴状遺構３基、土坑９基、溝状遺構１条を発見した。１－Ｄ・Ｆ区にも見られるが、１－Ｅ

区では、１号竪穴状遺構、２号土坑、溝状遺構を切り取る形で幅最大３ｍほどの撹乱が南東から北西方向に入っ

ている。１－Ｄ・Ｆ区では撹乱の中央ライン上に 10 ～ 40㎝ほどの礫が一列に並んでいる部分が見られる。礫

の下には 20 ～ 30㎝ほど暗褐色土を挟み、肥料用のビニール袋が埋められていた。調査地点の元所有者に話を

聞いたところ、昔（戦前か）は作物運搬用の馬を畑に乗り入れるための道として溝が掘られていたらしい。近年

はその跡を埋め戻し、暗渠として利用していたようである。溝状の撹乱から北東側はいたるところに耕作による
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撹乱が入り、平面での遺構確認以外に小トレンチを数十本入れてみたが、遺構は確認されなかった。

（１）住居跡

１号住居跡（第 25･26 図）

位置　１－Ｅ区南西側の L・M-45・46 グリッドに位置する。

形状・規模　西側が土地の区画の段差によって削平され失われているが、長軸 5.52 ｍ、短軸 4.35 ｍの楕円形

になると考えられる。竪穴の深さは遺構確認面から 42㎝、北側の壁は立ち上がりが不明瞭で、近年の耕作や造

成によって削剥されたものと思われる。南西側で重複している土坑状の掘り込みは近年の耕作による撹乱である。

柱穴　南東側から検出したピットは直径約 40㎝、深さ 35㎝ほどで覆土中から深鉢形土器の底部（12）が出土した。

北西側のピットは直径約 50 ～ 65㎝、深さ約 30㎝である。北東側と南西側のピットは深さが 10㎝未満と浅く、

柱穴としては貧弱であるが、以上の４基のピットを柱穴とする４本柱の住居であったと想定される。

炉　住居跡中央から北西側のピットに寄った地点で焼土化した床面を検出した。焼土周辺を精査したが、礫を配

置していたような明確な跡（掘り方）などは見られなかった。ただし、住居跡の南側を中心に床面や住居跡覆土

中に熱を受けた 10 ～ 30㎝ほどの礫が散らばっていたことから、これらの礫を用いた石囲い炉であった可能性

も考えられる。

遺物出土状況　床面上から出土した遺物は少なく、大半が覆土中からの出土である（第 26 図）。南側の床面か

ら５～ 10㎝ほど上の覆土中で長さ 68 センチ、幅 15 ～ 24㎝、厚さ６～ 21㎝の大型の礫を検出した。長軸方向

を北西－南東方向に向け横たわるように出土した。礫の背からは打製石斧（S20）が置かれたように出土し、礫

の南東周辺からは石匙（S9）やくぼみ石（S33）、深鉢形土器の把手部分（６）などが出土した。礫南東周辺の

遺物は住居跡の床面から５～ 15㎝ほど上の地点で出土している。大型の礫は加工はされていないが、形状が男

性器に似ているとも見て取れ、住居の廃絶後に何らかの祭祀行為が行われた痕跡と考えられる。

時期　縄文時代中期中葉（新道式期）

（２）竪穴状遺構

１号竪穴状遺構（第 27 図）

位置　１－Ｅ区内やや北東側の北西壁付近、Ｑ ‐ 41 グリッドに位置する。

形状・規模　北西側と東側が撹乱によって消失している。南西コーナーが隅丸状に曲がるが、全体の形状や規模

は不明である。遺構確認面から床面までの深さは約 17㎝である。

遺物出土状況　床面から弥生時代後期の甕（１）の破片が出土した。破片は最大で 90㎝ほど離れて出土してい

るが、同一個体の甕である。　

その他　床面に見られるピット状のくぼみは耕作等による撹乱による影響である。

時期　弥生時代後期

２号竪穴状遺構（第 27 図）

位置　１－Ｅ区中央、Ｏ -43・44 グリッドに位置する。

規模・形状　北西側が撹乱によって消失している。南西壁－北東壁間の長さは 4.3 ｍ。遺構確認面から床面まで

の深さは６～ 12㎝。土地の傾斜に合わせて南東－北西方向と南西－北東方向に軸を持つ隅丸方形もしくは長方

形になると考えられる。北東壁と南西壁に突出部がある。南西壁にある方形の突出部は、断面の観察では明確に

捉えられなかったものの、真っ直ぐに掘られた形状から近年の撹乱の可能性が高い。

遺物出土状況　覆土中から弥生時代後期の赤彩土器の破片が出土している。

その他　遺構中央から焼土化した床面を検出したが、浅くまだらに焼土化していることから、短い期間で火を使

用した痕跡と考えられる。北東壁にある突出部分の床面も、わずかではあるが焼土化していた。遺構の覆土には

全体的に焼土粒子や炭化粒子が確認された。特に南側のコーナー付近で顕著であったため精査したが、火を使用

した痕跡や施設は検出されなかった。東側の床面からは不整形のくぼみ、南西壁際の床面からは溝状のくぼみを

検出した。
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時期　弥生時代後期

３号竪穴状遺構（第 27 図）

位置　２号竪穴状遺構の北側、１－Ｅ区北西壁際のＯ -42・43 グリッドに位置する。

規模・形状　北西側が撹乱によって消失している。南西壁－北東壁間の長さは 1.76 ｍ、遺構確認面から床面ま

での深さは 10㎝。２号竪穴状遺構と同じく南東－北西方向と南西－北東方向に軸を持つ隅丸方形もしくは長方

形になると考えられる。北東壁の東側コーナー付近に突出部がある。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

時期　不明

４号竪穴状遺構（第 27 図）

位置　３号竪穴状遺構の南西側、１－Ｅ区北西壁際のＮ -43 グリッドに位置する。

規模・形状　北西側が１－Ｅ区の壁に接し、調査区外へ伸びる。南西壁－北東壁間の長さは 1.97 ｍ、遺構確認

面から床面までの深さは 11 ～ 17㎝。北東側の調査区壁に接する床面周辺が１段深くなる。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

時期　不明

（３）土坑

２～ 11 号土坑については、第 1 表に記載する。なお、１号土坑は１－Ｅ区北東側から検出し、当初は土坑と

していたが、覆土中からビニール片が出土したため撹乱に変更し、欠番となっている。

12・13 号土坑（第 28 図）

位置　１－Ｅ区中央から南に寄った N・0-45・46 グリッドに位置する。

形状・規模　二つの土坑が重複しており、東側が 12 号土坑、西側が 13 号土坑である。どちらも平面形はやや

いびつな楕円形で、断面は底部の広いＵ字形である。12 号土坑は、長軸 1.15 ｍ、短軸 0.81 ｍ。13 号土坑は、

長軸 1.02 ｍ、短軸 0.83 ｍ。遺構確認面からの深さは、12 号土坑が 27㎝、13 号土坑が 10㎝である。覆土の堆

積状況を見ると 13 号土坑の後に 12 号土坑が掘られている。

遺物出土状況　試掘調査の段階で確認されている土坑で、試掘調査の際には土坑の表面付近から深鉢形土器の胴

部（５）が押しつぶされたような状態で出土した。本調査では、12 号土坑の覆土中から３～ 10㎝ほどの礫とと

もに深鉢形土器や器台形土器（６）の破片が出土した。

時期　12 号土坑：縄文時代中期中葉（新道式期）。13 号土坑：不明

（４）集石土坑

1 号集石土坑（第 29 図）

位置　12・13 号土坑の南、N・O-46 グリッドに位置する。

形状・規模　溝状遺構と重複している。平面形・断面ともに不整形である。長軸 1.2 ｍ、短軸 0.71 ｍ、遺構確

認面からの深さ 0.11 ｍ。

検出状況　土坑の上層には周囲の溝状遺構（もしくは撹乱）と同じ覆土が堆積しており、中層に３～ 10㎝ほど

の礫が集中している。礫の下層には暗黄褐色土（第４層）が堆積していた。焼土や炭化物は検出されず、礫にも

熱を受けた様子は見られなかった。集石の上面から縄文時代中期中葉の土器の小破片が出土した。

時期　縄文時代中期中葉か

（５）溝状遺構

1 号溝状遺構（第 29 図）

位置　１－Ｅ区南東壁の中央部に沿ったＮ -47、０-46、Ｐ -44・45、Q・R-43・44 グリッドに位置する。

形状・規模　南西－北東方向に走っている。南西側と北東側に分かれるが、位置や軸の方向などから同一の遺構

と考えられる。北東側では北東端が２号土坑とともに撹乱によって失われている。南西に向かって二股に別れ、

片方が南西端で４号土坑に接している。南西側では１号集石土坑のあたりで二股の名残が見られるが、集石土坑
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周辺は形状が不安定である。幅は 0.4 ～ 1.6 ｍ、遺構確認面からの深さは 0.06 ～ 0.31 ｍ。底部は各所にピット

状のくぼみがあり、耕作等による撹乱の影響を受けている。

検出状況　２・４号土坑、１号集石土坑と重複しているが、いずれの土坑上層においても溝状遺構と同じ覆土が

確認されている。全体的に形状が不安定で、掘り込みも浅く、人工的な遺構とは言い切れないが、北東側で南東

－北西方向に走る撹乱（暗渠）に流れ込んでいるようにも見える。

遺物出土状況　覆土中から縄文土器や陶器の細かい破片が出土している。

時期　不明

６．１－Ｆ区（第 30 ～ 42 図）

１－Ｆ区からは、縄文時代前期後半の竪穴住居跡１軒、ピット１基、縄文時代中期中葉の竪穴住居跡１軒、弥

生時代後期の竪穴住居跡１軒、竪穴状遺構１基、時期不明の竪穴状遺構２基、土坑５基、周溝１基を発見した。

１－Ｅ区と同様に調査区の北東側で撹乱の影響を多く受けているが、竪穴住居跡や竪穴状遺構、周溝などが検出

された。

（１）住居跡

１号住居跡（第 34・35 図）

位置　１－Ｆ区の北東側、R・S-36・37 グリッドに位置する。

形状・規模　直径 5.3m ほどの不整円形である。竪穴の深さは遺構確認面から 26 ～ 60㎝。南東側で 1 号竪穴

状遺構と重複する。竪穴の壁は全体的に緩やかに立ち上がる。

柱穴　床面から検出したピットはいずれも深さ 10 ～ 15㎝ほどと浅いが、配置としては４本柱の住居となろうか。

南西側のピットが存在したであろう地点には後に掘られたと推定される土坑を検出した。

炉　住居跡中央で地床炉と考えられる焼土化した床面を検出した。焼土からやや離れた地点の床面上に長さ 25

㎝ほどの扁平な礫が２つ出土しているが、熱を受けた様子は見られなかった。　

住居内土坑　住居内の南西側から土坑を検出した。平面形はややいびつな楕円形で、断面は箱形である。長軸 1.2

ｍ、短軸 1.05 ｍ、深さ 0.45 ～ 0.76 ｍ。底部の東側にピット状の堀り込みがあり、10㎝ほど深くなっている。

土坑上部の南側には深さ５～ 10㎝ほどの浅いくぼみがある。底部に近い土坑覆土中から長さ 15 ～ 30㎝ほどの

扁平な礫が出土したが、遺物は出土しなかった。

遺物出土状況　床面上から出土した遺物は少なく、ほとんどが覆土中から出土している（第 35 図）。遺物は、

深鉢形土器や有孔浅鉢形土器の口縁部や胴部の破片資料が多いが、全体に縄文を施文し、口縁部にボタン状の貼

付文の付いた深鉢形土器の口縁部から胴部（７・９）が覆土上層から広範囲に散らばった状態で出土している。

時期　縄文時代前期後半（諸磯 b 式期）

２号住居跡（第 36・37 図）

位置　１－Ｆ区やや南西側の北西壁付近、Ｋ -40・41 グリッドに位置する。

形状・規模　長軸 3.71 ｍ、短軸 3.3 ｍの楕円形である。竪穴の深さは遺構確認面から 30㎝で、壁は斜めに立ち

上がる。北東側の壁にあたる部分から後に掘られたと考えられる土坑を検出した。

柱穴　住居内から８基のピットを検出した。直径が 21 ～ 36㎝、深さが 27 ～ 64㎝である。南東側の浅いくぼ

みにも柱が配置されていたと想定すると４本柱の住居となろうか。南北の壁際にあるピットは住居の内側と外側

に並んでいることから、住居の建て替え（拡張）が行われた可能性が考えられる。

炉　住居の中央やや北寄りの地点から深鉢形土器の上半部（９）が地中に埋められた埋甕炉を検出した。埋甕炉

内の覆土からは焼土や炭化材などは検出されず、暗褐色土の中に少量の焼土・炭化粒子が含まれている程度であっ

た。炉の周辺を精査したところ、埋甕炉の西側の掘り方覆土中から深鉢形土器の胴部（10）が出土した。この

土器も埋甕炉として機能していたと考えられ、柱穴の配置からも想定されるように、住居の建て替えの際に新し

いものに替えられた可能性が考えられる。
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住居内土坑　住居の北東側の壁を壊し、住居外にややはみ出る形で土坑を検出した。平面形はややいびつな楕円

形で、断面は底部の広いＵ字形である。長軸 0.6 ｍ、短軸 0.54 ｍ、深さ 0.5 ｍ。土坑底部の 15㎝ほど上の地点

から、長さ 57㎝、幅 35㎝、厚さ９㎝の台石が出土した。台石の周囲や上部からは摩製石斧（S31）や浅鉢形土

器の破片（14）、さらに上層からは打製石斧（S25）などが出土している。また、土坑に接する住居東側の壁際

からは白色粘土が塗られた完形のミニチュア土器（16）が出土している。

遺物出土状況　床面付近よりも遺構確認面や覆土上層から多くの遺物が出土した（第 37 図）。土器に比べ、石鏃（S

２～５）や打製石斧（S22 ～ 28）の比率が多い。

時期　縄文時代中期中葉（新道式期）

３号住居跡（第 38 図）

位置　１－Ｆ区ほぼ中央の北西壁際、N・O-37・38 グリッドに位置する。

形状・規模　北西側は１－Ｆ区の調査区外へ延びている。北東側は撹乱によって消失している。隅丸状に曲がる

南西コーナーを検出したが、全体的には、楕円形・隅丸方形（もしくは長方形）のいずれかになると考えられる。

北東側の撹乱との境目でわずかに壁の立ち上がりを検出したため、南西壁－北東壁間の長さは 4.8 ｍほどと推

定される。遺構確認面から床面までの深さは 48㎝である。

柱穴　ピットは４基検出したが、住居南東壁に近い２基は深さ 10㎝以下の浅いピットである。西側調査区壁寄

りのピットは長軸 39㎝、短軸 27㎝、深さ 53㎝。住居中央やや東寄りのピットは長軸 27㎝、短軸 18㎝、深さ

63㎝で、西側に斜めに掘り込んでいる。

遺物出土状況　南西コーナー付近の床面上から弥生時代後期の壺形土器（１）の上半部が出土した。

遺物は非常に少なく、縄文時代前期後半の有孔浅鉢形土器（２）や深鉢形土器の破片（３）などが出土している。

その他　南東壁際ピット脇の床面上の覆土から焼土を検出した。堆積の範囲は薄かったが、床面もやや焼土化し

ていた。西側調査区壁際の北東側で撹乱と接する付近の床面上から炭化材を検出した。周囲の覆土中にも炭化粒

子が含まれていた。炭化材の年代測定と材同定を行い、年代測定が 1,965 ± 25yrBP、材同定がコナラ属コナラ

亜属コナラ節との結果が出ている。

時期　弥生時代後期

（２）竪穴状遺構

１～３号竪穴状遺構に共通して、平面形が不整形で、竪穴の掘り込みが浅い。１・３号土坑の床面からは炉と

考えられる礫を伴う焼土化した床面を検出している。２号土坑からも焼土や炭化材が検出されていることから、

いずれの遺構も同時期（弥生時代後期か）の住居跡である可能性が考えられる。

1 号竪穴状遺構（第 39 図）

位置　１号住居跡の南東側に接する。S・T-37 グリッドに位置する。

形状・規模　北西側で１号住居跡と重複している。南西側のコーナーが歪曲し、北東側は所々撹乱で失われてい

る。南西壁－北東壁間の長さは 4.8 ～ 5.8 ｍほどと推定される。遺構確認面から床面までの深さは９～ 21㎝。1

号住居跡と接する北西側の床面が一段高くなっている。

ピット　床面から３基のピットを検出した。径 21 ～ 30㎝、深さ 15 ～ 21㎝である。

炉　住居北側の１号住居跡と接する付近から焼土化した床面と石囲い状の礫を検出した。焼土化した床面上に長

さ 18 ～ 29㎝の礫が長方形に囲うように配置されている。石囲いの中の空間は、長軸 19.5㎝、短軸９㎝である。

焼土周辺から採取した炭化材の年代測定と材同定を行い、年代測定が 2,005 ± 25yBP、材同定がクリとの結果

が出ている。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

時期　不明（弥生時代後期か）

２号竪穴住居跡（第 40 図）

位置　４号土坑と５号土坑の間、M・N-40 グリッドに位置する。
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形状・規模　平面形は長軸３ｍ、短軸２ｍほどの長方形になると考えられるが、北側の立ち上がりが確認できず、

西側のコーナーから北西の壁が北方向に広がっているため、多角形もしくは不整形となる可能性も考えられる。

遺構確認面から床面までの深さは 7.5㎝。

遺構出土状況　遺構は出土しなかった。

その他　竪穴の覆土は黄褐色土ブロックを含んだ黒褐色土の単一層である。南東壁から北東壁に近い床面で炭化

材と焼土化した床面を検出した。北西の壁に接するように土坑状の浅いくぼみがあり、くぼみの底部は焼土化し

ていた。

時期　不明（弥生時代後期か）

３号竪穴状遺構（第 40 図）

位置　１号住居跡の北、１－Ｆ区北西壁際の S・T-34・35 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形は不整形で北方向に溝状の掘り込みが伸びている。覆土は同じ黄褐色土ブロックを含んだ黒

褐色土であるが、竪穴状遺構の一部であるかは不明である。東側は撹乱によって消失している。南西・北西コー

ナーは隅丸状に曲がっている。両コーナー間の長さは 2.9 ｍである。

ピット　２基のピットを検出した。ピットを結んだラインが西壁と並行するように配置されている。ピットの径

は 18 ～ 21㎝、深さはともに 51㎝。

炉　竪穴の中央北寄りの地点から焼土化した床面と礫を検出した。礫は 17 ～ 28㎝ほどの大きさで、炉の片側

に置かれる枕石とも、１号竪穴状遺構で見られた石囲いの一角とも見て取れる配置となっている。

遺物出土状況　遺物は出土しなかった。

時期　不明（弥生時代後期か）

（３）土坑

２～４号土坑については第 1 表に記載する。

1 号土坑（第 40 図）

位置　１－Ｆ区北東壁際、Ｖ -35 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形はいびつな楕円形、断面は角の丸い箱形で西壁が屈曲して立ち上がる。長軸 1.58 ｍ、短軸 1.2

ｍ、深さ 0.42 ｍ。

検出状況　土坑の表面からは長軸 83㎝、短軸 38㎝、厚さ 12㎝の扁平な礫を検出した。土坑の覆土中から凝灰

岩製の石鏃（S ６）が出土した。

時期　不明（縄文～弥生時代）

５号土坑（第 41 図）

位置　２号竪穴状遺構の西側、Ｌ -40 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形はほぼ円形で、断面はいびつな箱形である。壁面が屈曲しながらやや開いてたちあがり、底

部はゆるやかな起伏がある。直径 1.77 ～ 1.86 ｍ、深さ 1.31 ｍ。

検出状況　土坑覆土上層から縄文時代前記後半の土器片が出土した。土坑底部からは 11 ～ 27㎝ほどの礫が出

土した。土坑覆土の南西側下層では黒褐色土が帯状に暗褐色土に混入している状況が見られた（第５層）。土坑

覆土の微細物分析を行ったが、植物の実・種子等は検出されなかった。

時期　不明（縄文時代前期後半（諸磯ｂ～ｃ式期）か）

（４）ピット

１号ピット（第 41 図）

位置　１号土坑の西隣、Ｖ -35 グリッドに位置する。

形状・規模　平面形はややいびつな楕円形、断面は不整形で南側が深くなる。長軸 36㎝、短軸 32㎝、深さ 16.5㎝。

検出状況　覆土上層から縄文時代前期後半の深鉢形土器の口縁部破片が出土した。覆土は黄褐色土ブロックを含

む暗褐色土の単一層である。
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時期　縄文時代前期後半（諸磯ｂ式期）

（５）周溝（第 42 図）

位置　１－Ｆ区北東端のＴ -34・35、Ｕ -34・36、Ｖ -34・36 グリッドに位置する。

形状・規模　幅 0.6 ～ 1.96 ｍ、深さ 0.12 ～ 0.83 ｍの２条の溝が向かい合い、１－Ｆ区北東壁外側の竜安寺川

の谷部上面へ延びている。おそらく調査区外の北東側でつながり、直径 28 ｍほどの円形の周溝になるものと想

定される。溝の断面は丸形であるが、北側では周溝の内側がゆるやかに立ち上がる傾向が見られる。南西側に周

溝が途切れる部分があり、溝も途切れる部分に近づくにつれ、幅が狭く、深さも浅くなっている。周溝の外側と

内側をつなぐブリッジ（陸橋部）になるものと考えられる。ブリッジの幅は直線距離で 5.2 ｍである。

遺物出土状況　全体的に遺物の出土量は少ないが、底部付近から弥生時代後期の壺または甕の破片が出土した。

また、覆土上層からは縄文時代前期後半の土器片が出土している。

その他　周溝の内側に１号土坑が存在するが、両者の関連性は明確にしえなかった。

時期　不明（弥生時代後期か）　

７．２区

２区では、耕作土の中から縄文土器と思われる磨耗した土器の破片が出土したものの、２－Ａ区から２－Ｃ区

にかけて遺構は確認されなかった。２－Ａ区や２－Ｂ区では、褐色土または暗褐色土を覆土とした径１ｍ前後の

土坑が確認されたが、遺物は出土せず、２－Ｂ区では規則的に並ぶ土坑表面でアンカーと考えれる針金の巻かれ

た礫が見られたことから、植物栽培用の棚など耕作によって掘られた穴の跡ではないかと考えられる。また各区

の中央部付近には１区でも見られた溝状（暗渠）の撹乱が部分的に確認された。
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1号土坑

2号土坑

b

b 365.100

１

0 1m

1/30

－ 21 －

　第９図　１– Ｃ区　1・2 号土坑



0 5m

1/100

0 2m

1/60

1-D区調査区西壁北端：南西（a）－北東（a'）

１ 暗褐色土（シルト）耕作土。

２ 黒褐色土（シルト）

３ 暗黄褐色土（シルト）

４ 暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを 10%ほど含む。

５ 暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを 10%ほど含む。

６ 黄褐色土（シルト）

７ 黄褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを 10%ほど含む。

８ 黒褐色土（粘土）

１２

３ ３
３

３ ３４
４

４ ５
６ ４ ６６

７
７ ７

７
８

a

a

a’ a’365.400

D

E

C

B

A

1土

2土

3土

4土

5土

W − 42V − 42

V − 43U − 43

U − 44 V − 44 W − 44

－ 22 －

　第 １０ 図　１– Ｄ区　全体図（1）



0 5m

1/100

0 2m

1/60

1-D区調査区西壁北端：南西（a）－北東（a'）

１ 暗褐色土（シルト）耕作土。

２ 黒褐色土（シルト）

３ 暗黄褐色土（シルト）

４ 暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを 10%ほど含む。

５ 暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを 10%ほど含む。

６ 黄褐色土（シルト）

７ 黄褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを 10%ほど含む。

８ 黒褐色土（粘土）

１２

３ ３
３

３ ３４
４

４ ５
６ ４ ６６

７
７ ７

７
８

a

a

a’ a’365.400

D

E

C

B

A

1土

2土

3土

4土

5土

0
5m

1/
10
0

6土 7土

8土

1住

S
−

45
R

−
45

R
−

46

Q
−

45

Q
−

46

－ 23 －

　第 １１ 図　１– Ｄ区　全体図（2）
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1/100
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S − 48
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　第 １２ 図　１– Ｄ区　全体図（3）
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10土

9土
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11土

12土

13土
17土

14土

15土

F

G
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J

P − 49

P − 50 Q − 50
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　第 １３ 図　１– Ｄ区　全体図（4）



0 5m

1/100

18土

16土

N − 48

N − 49

N − 50

N − 51

O − 50M − 50
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　第 １４ 図　１– Ｄ区　全体図（5）



0 5m

1/100

18土

16土

a 360.350

b

c
3
59
.7
0
0

b
3
59
.7
4
0

j
3
59
.9
0
0

k 359.900

c

d

e

1号
住
居
跡
：
南
東
（
b）

−
 
北
西
（
b’

）

1 2 3 4 5

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
し
ま
り
弱
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。
貼
床
か
？

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
貼
床
か
？

1号
住
居
跡
：
南
東
（
c）

−
 
北
西
（
c’

）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0
1
1

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
・
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

黄
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0〜

4
0
％
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少

量
含
む
。
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土（

や
や
粘
土
質
）黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
30

％
ほ
ど
含
む
。
炭
化

粒
子
・
焼

土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
微

量
含
む
。
炭
化

粒
子
・
焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化

粒
子
を
少
量

含
む
。
焼

土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少

量
含
む
。
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

1号住居跡：南西（a）− 北東（a’）
1
2
3
4
5
6
7

暗褐色土（シルト）耕作土。しまり弱。
褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを20％ほど含む。
褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）炭化粒子を微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）炭化粒子・焼土粒子を微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）炭化粒子・焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（粘土）暗黄褐色土ブロックを少量含む。

8
9
10
11
12
13
14
15

暗褐色土（シルト）褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを10％ほど含む。黒褐色土ブロックを少量含む。
暗黄褐色土（やや粘土質）地山。黒褐色土ブロックを少量含む。
暗黄褐色土（やや粘土質）地山。黒褐色土ブロックを20％ほど含む。
暗黄褐色土（やや粘土質）地山。黒褐色土ブロックを微量含む。
暗黄褐色土（粘土）地山。明黄褐色土ブロックを30％ほど含む。

g

h
i

f

1住・2土

1住−1土

1住−3土 1

1

2

2

4

5

2
3

4
5

6
6

7

8

9

10
11

12 2

3 3
3

4

5
6

6

77 7

8
99

10
11

12

14

12
13

15

14

15 15

d
s34

s34

j

k

1号住居跡

1住-礫

0 2m

1/60

－ 27 －

　第 １5 図　１– Ｄ区　１号住居跡（1）



1 2

3 4
5焼土

d

d

i 359.800

359.800

i
1住−炉：南西（d）− 北東（d’）
1
2
3
4
5

暗褐色土（シルト）炭化粒子・焼土粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）炭化粒子・焼土粒子を微量含む。黄褐色土ブロックを10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）炭化粒子・焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）やや砂質。
黄褐色土（粘土）。

1住−炉

1住−1号土坑

1住−2号土坑

e

e 359.700

f

f

28

3
59
.7
0
0

3

1

2

3

3
923

1住−1号土坑：南西（e）− 北東（e’）

1

2

3

暗褐色土（シルト）炭化材・炭化粒子・焼土粒子を微量含む。

暗褐色土（シルト）炭化粒子を微量含む。黄褐色土ブロックを少量含む。

暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

g

g 359.500

h

h
3
59
.5
0
0

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

0 1m

1/30

－ 28 －

　第 １6 図　１– Ｄ区　１号住居跡（2）



i

22
6

6

6

6

6

9 18

18
9

2
2

18

i

i 359.600

a

a

m
3
59
.6
0
0

m m

1住−4号土坑

1住−遺物分布

1 8

24

24

26

25

24

24

13

12

s10

s14

3

27

29

17

26
19

18

18

18

18

18
13

3

3

23

28

21

6
3

5

11

20

12

2

2
10

14

21
1914

8 13
s16

20

7

12

2715

1318

s7

s8

11
6

14
9
15

22

s17

s15

19

1

s13 4

4

8

23

3

28

s8

3

s7

24

27
s12

18

5

13 18

18

18
22

19 s16
s14

2 20
19

11

12 14

8

1

18 15

3

9

13
27

6 9
18

310 10
19

s13

26

1

4

s10

s17 s15

17
26

21
16

360.350

0 1m

1/30

0 2m

1/60
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　第 １7 図　１– Ｄ区　１号住居跡（3）



A 362.040

1

1

1

a

a 360.600

1号土坑：西（A）− 東（A’）

1 暗褐色土（シルト）黄褐色土
  ブロックを10％ほど含む。

5号土坑：北西（E）− 南東（E’）

1 暗褐色土（シルト）

3号土坑：南（C）− 北（C’）

1 暗褐色土（シルト）

2号土坑：南（B）− 北（B’）

1 暗褐色土（シルト）黄褐色土
  ブロックを10％ほど含む。

1号土坑

C 361.340 C’

3号土坑

D 360.840

4号土坑

E 363.140 E’

5号土坑

7号土坑

上層

B 361.440 B’

2号土坑 6号土坑

1

1

2
3

4 5

6

7
8

9

4号土坑：北西（D）− 南東（D’）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

暗褐色土（シルト）。

黒褐色土（シルト）。

褐色土（シルト）。

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを微量含む。

暗褐色土（シルト）径1mm以下の砂を多く含む。

暗褐色土（シルト）褐色土ブロックを10％ほど含む。

暗褐色土（シルト）褐色土ブロックを10％ほど含む。径1mm以下の砂を少量含む。

暗褐色土（シルト）褐色土ブロックを20％ほど含む。径1mm以下の砂を少量含む。

暗褐色土（シルト）径1mm以下の砂を微量含む。

黄褐色土（シルト）地山。

6号土坑：南西（a）− 北東（a’）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

暗褐色土（シルト）耕作土。黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

黄褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを微量含む。

黄褐色土（やや粘土質）しまり強。

黄褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを30％ほど含む。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを微量含む。

黄褐色土・暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを微量含む。一部葉理状に堆積。

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを30％ほど含む。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

黒褐色土（粘土）。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを微量含む。

暗黄褐色土（シルト）地山。

黒褐色土（粘土）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

黄褐色土（粘土）地山。

a

b b

a

※遺物はすべてNo.1

1

1
2

3
4
5

6

7

88

9

10

11

13
13

12

12

0 2m

1/60
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　第 １8 図　１– Ｄ区　１～７号土坑



a

a 361.200

a 361.200

b

b
36
1.
20

0

7号土坑

8号土坑

1

1

1

2

2

2

3

3

4
5

a
a

a 361.450
b

b

b
36
1.
4
0
0

1

2 3

4

4

5

6

7号土坑：西（a）− 東（a’）

1

2

3

4

5

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを微量含む。

暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを微量含む。

黄褐色土（シルト）地山。暗褐色土ブロックを微量含む。

黄褐色土（シルト）地山。暗褐色土ブロックを10％ほど含む。

黄褐色土（粘土）地山。黒褐色土ブロックを10％ほど含む。

8号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

5

6

暗褐色土（シルト）

暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを微量含む。

黒褐色土（粘土）暗褐色土を30％ほど含む

黄褐色土（シルト）地山。

暗褐色土（シルト）地山。黒褐色土ブロックを10％ほど含む。

黒褐色土（粘土）地山。 0 1m

1/30

－ 31 －

　第 １9 図　１– Ｄ区　７・８号土坑



a

a

a

a 362.900

362.800

9号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

5

6

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを20％ほど含む。黒褐色土ブロックを微量含む。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを微量含む。

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを30％ほど含む。

暗黄褐色土（シルト）地山。

黒褐色土（粘土）地山。黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

黄褐色土（シルト）地山。

10号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

5

黄褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを微量含む。

黄褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを10％ほど含む。

黄褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを20％ほど含む。

黄褐色土（シルト）・黒褐色土（粘土）地山。

黒褐色土（粘土）黄褐色土を20％ほど含む。

9号土坑

10号土坑

1

2
3

4

5

5

6

1
23

3

4

5

5

0 1m

1/30
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　第 ２０ 図　１– Ｄ区　９～ 10 号土坑



F 361.900

11号土坑

J 364.100

15号土坑

16号土坑

18号土坑

17号土坑

I 364.000

14号土坑

G 361.900

12号土坑

H 362.500

13号土坑

a

a

a 362.750

a 363.200

a 361.700

b

b
b

36
2.
75
0

b
36
1.
70
0

a

b

b 363.200

0 1m

1/30

－ 33 －

　第 ２１ 図　１– Ｄ区　11 ～ 18 号土坑
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　第 ２２ 図　１– Ｅ区　全体図（1）
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　第 ２３ 図　１– Ｅ区　全他図（2）
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　第 ２４ 図　１– Ｅ区　全他図（3）
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1/100
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9土

12・13土

H

G

I

K

J

溝状
遺構

集石
土坑

2

1
34

4
4

☆

a

b

c

b
3
5
8.
0
0
0

1号
住
居
跡
：
北
西
（
a）

−
 
南
東
（
a’

）・
南
西
（
b）

−
 
北
東
（
b’

）
共
通

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗
褐
色
土
（
耕
作
土
）
を
10
％
〜
3
0％

ほ
ど
含
む
。
ビ
ニ
ー
ル
片
混
入
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
炭
化
粒
子
・
焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
し
ま
り
強
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼
土
粒
子
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
粒
子
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
黄
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗
褐
色
土
を
少
量
含
む
。

焼
土
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
粒
子
を
2
0％

ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
褐
色
土
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
根

跡
か
？

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
し
ま
り
弱
。

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
地
山
。

暗
黄
褐
色
土
（
粘
土
）
地
山
。

a 358.100

d

e

c

c 357.600

c

1住−炉：北西（c）− 南東（c’）

1
2
3
4

焼土。
暗褐色土（シルト）炭化粒子・焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を20％ほど含む。焼土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。

1号住居跡
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1住-炉

13

14

11
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11 15 9 10 5 8
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4
2
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2 4
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　第 ２5 図　１– Ｅ区　１号住居跡（1）
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　第 ２6 図　１– Ｅ区　１号住居跡（2）
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4号竪穴状遺溝

2号竪穴状遺溝
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東
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−
 
北
西
（
b’

）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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褐
色
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シ
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焼

土
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3
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量
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褐
色
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シ
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）
焼

土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
粘
土
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼
土
ロ
ッ
ク
を
30

％
ほ
ど
含
む
。
径
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m以
下
の
砂

礫
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
し
ま
り
弱
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
ほ
ど
含
む
。

黄
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

黄
褐
色
土
（
粘
土
）
地
山
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
撹

乱
層
。
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

1号竪穴状遺溝：南西（a）− 北東（a’）

1
2
3
4
5
6
7
8

黒褐色土（シルト）褐色土ブロックを10％〜20％ほど含む。
褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを20％ほど含む。
暗褐色土（シルト）褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）褐色土・黒褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを20％ほど含む。
暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを少量含む。
黄褐色土（やや粘土質）地山。

2号竪穴状遺溝：南西（a）− 北東（a’）

1
2
3
4

黒褐色土（シルト）焼土粒子・径3mm以下の砂礫を少量含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子・黄褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を10％ほど含む。黄褐色土ブロックを微量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を30％ほど含む。径3mm以下の砂礫を少量含む。

5
6
7
8
9

暗褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（やや粘土質）焼土粒子を微量含む。
暗褐色土（粘土質）黒褐色土ブロックを微量含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。黄褐色土ブロックを10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。黒褐色土ブロックを微量含む。

10
11
12

13
14
15
16
17
18
19

黒褐色土（シルト）焼土粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）焼土ブロック・焼土粒子を10％ほど含
む。黒褐色土ブロックを少量含む。
黄褐色土（粘土）黒褐色土ブロックを30％〜40％含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を20％ほど含む。炭化材を微量含む。
黒褐色土（シルト）焼土・炭化粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。炭化材を微量含む。
暗褐色土（シルト）焼土ブロック・焼土粒子を40％ほど含む。
暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを少量含む。
黄褐色土（粘土）地山。

2号竪穴状遺溝：南西（c）− 北東（c’）・南東（d）− 北西（d’）共通

1
2
3
4
5
6

暗褐色土（やや粘土質）
黒褐色土（シルト）
黒褐色土（シルト）炭化・焼土粒子を微量含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を20％ほど含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。炭化粒子を微量含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。炭化材を微量含む。

7
8
9
10
11
12

黒褐色土（シルト）焼土粒子を10％ほど含む。炭化粒子を少量含む。
暗黄褐色土（粘土）地山。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを30％ほど含む。
暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを10％ほど含む。炭化・焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を40％ほど含む。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを20％ほど含む。
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　第 ２7 図　１– Ｅ区　1 ～ 4 号竪穴状遺構



1 1

1

3
4

6

2

57

2 3

3

2

4

5
2

3

4

C 359.200 D 358.500

2号土坑：
南西（C）− 北東（C’）

1
2
3
4

暗褐色土（シルト）撹乱層。黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）溝状遺構含む。黄褐色土ブロックを微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロック40％ほど含む。
暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土・黒褐色土ブロックを少量含む。

3号土坑：
南（D）− 北（D’）
1
2
3
4
5

暗褐色土（シルト）赤色粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを30％ほど含む。
暗褐色土（シルト）しまり弱。
暗黄褐色土（粘土）地山。

5号土坑：北西（F）− 南東（F’）

1
2
3
4

暗褐色土（シルト）赤色粒子を微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）炭化粒子を微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）黒褐色土ブロックを微量含む。
暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

11号土坑：北西（L）− 南東（L’）

1
2
3
4

暗褐色土（シルト）焼土粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを微量含む。
暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。
暗褐色土（やや粘土質）炭化粒子を微量含む。

5

6
7

暗褐色土（やや粘土質）暗黄褐色土ブロックを少量
含む。赤色粒子を微量含む。
黒褐色土（粘土）暗黄褐色土ブロックを少量含む。
暗黄褐色土（粘土）地山。黒褐色土ブロックを％ほど
含む。10％ほど含む。

2号土坑

E 359.300
4号土坑

G 358.500

6号土坑

I 358.000

1
2

3

8号土坑

K 358.800

10号土坑

12・13号土坑

上層

H 357.700
7号土坑

J 358.900
9号土坑

L 359.200

1

2

3

4
3

L’

11号土坑

F 359.400 F’
5号土坑

3号土坑

a a

a 359.200

b b

13土 12土

5

b 359.200 1

1

1

2

2

3

3

3

5

4

4

6

6
12・13号土坑：北西（b）− 南東（b’）

1
2
3
4
5
6

暗褐色土（シルト）炭化粒子を微量含む。
暗褐色土（シルト）炭化材・炭化粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを少量含む。
暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。炭化粒子を少量含む。
暗褐色土（やや粘土質）
暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを20％ほど含む。 0 1m

1/30

－ 40 －

　第 ２8 図　１– Ｅ区　2 ～ 13 号土坑



a a

a 359.400

M 359.500

N 359.500

集合土坑

溝状遺構

1

1

2

2

2
2

2

礫 3

4

1

2

4

5

6

7

集合土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

暗褐色土（シルト）溝状遺構に付帯するくぼみ（撹乱か）。

黄褐色土ブロックを少量含む。炭化・焼土粒子を微量含む。

暗褐色土（シルト）径5mm以下の砂礫、炭化・焼土粒子を微量含む。

暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土・黒褐色土ブロックを少量含む。

暗黄褐色土（やや粘土質）暗褐色粒子を10％ほど含む。

溝状遺構：北西（M）− 南東（M’）・北西（N）− 南東（N’）共通

1

2

3

4

5

6

7

暗褐色土（シルト）耕作土。ややしまり強。

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを30％ほど含む。

黄褐色土（粘土）地山。

褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを20％ほど含む。

暗褐色土（シルト）褐色土・黄褐色土ブロックを20％ほど含む。

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを10％ほど含む。

褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを10％ほど含む。

0 1m

1/30

－ 41 －

　第 ２9 図　１– Ｅ区　集石土坑・溝状遺構
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　第 ３０ 図　１– Ｆ区　全体図（1）
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　第 ３１ 図　１– Ｆ区　全体図（2）
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　第 ３２ 図　１– Ｆ区　全体図（3）
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　第 ３３ 図　１– Ｆ区　全体図（4）
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ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化

粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
径
5
m
m
以
下
の
砂

礫
、
炭
化
・
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
焼

土
ブ
ロ
ッ
ク
、
焼

土
粒
子
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化
材
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化

粒
子
を
微

量
含
む
。

黄
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
地
山
。
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

黄
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
地
山
。
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
微

量
含
む
。

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
、
炭
化
・
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

1号
住
−
炉
：
北
西
（
c）

−
 
南
東
（
c’

）・
南
西
（
d）

−
 
北
東
（
d
’
）
共
通

1 2 3 4 5 6 7 8

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
、
炭
化

粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量

含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
3
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
焼

土
粒
子
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

焼
土
。

b
3
56
.1
0
0

1 1

2 2

2

3
3

4 55
6

7

d

d
3
5
5.
4
0
0

c

c 355.400

1

1

2 2
3

4

1
2

3
5

6
7

8

1堅

1住-炉

g

e 355.500 f 355.500

g
3
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0
0

1

a

a 355.900

2

3

4

5

6

7

8

s11

※数字の付いていない点はNo.9
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1
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　第 ３４ 図　１– Ｆ区　１号住居跡（1）
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a

b

c

d

e

f

g

h
i

j

a
3
5
4.
0
0
0

2号住居跡

2住-埋甕炉

2号住−北東トレンチ：南西（e）− 北東（e’）

1

2

3

4

5

6

7

黄褐色土（シルト）

暗褐色土（シルト）黄褐色土ブロックを少量含む。

暗褐色土（シルト）黒褐色土ブロックを10％ほど含む。

黒褐色土（やや粘土質）暗褐色土、黄褐色土ブロックを20％ほど含む。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを30％ほど含む。

黄褐色土（やや粘土質）地山。

暗褐色土（シルト）2号住−1号土坑覆土。黄褐色土を10％ほど含む。

2号
住
居
跡
：
南
（
a）

−
 
北
（
a’

）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
粒
子
を
少
量
含
む
。
焼
土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
材
、
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
、
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
微

量
含
む
。

暗
黄
褐
色
土
（
粘
土
）
根
ま
た
は
モ
グ
ラ
等
に
よ
る
撹
乱
か
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
暗

黄
褐
色

粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
材
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
地
山
。
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0％

ほ
ど
含
む
。

b 354.000

c

f f

f 354.000

11 9

10

354.100

d 354.100

e 354.100
1

2

3

☆

4
5

6
6

6
7

8

9

9

撹
乱
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0 1m

1/30
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20
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5
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・
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3
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0
0
0
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4

4

s2
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2
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1

1

2

3

★

a

a 355.100

b

c d

3号住居跡：南西（a）− 北東（a’）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

暗褐色土（シルト）耕作土。
黒褐色土（シルト）暗褐色土（耕作土）ブロックを10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）暗褐色土（耕作土）・黒褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色土（シルト）褐色粗砂を10％ほど含む。褐色土ブロックを少量含む。
黒褐色土（シルト）褐色粗砂を少量含む。
褐色土（やや粘土質）黒褐色土粒子を少量含む。
暗褐色土（やや砂質）褐色粗砂を20％ほど含む。
黒褐色土（シルト）炭化材、炭化粒子を少量含む。焼土粒子を微量含む。
黒褐色土（シルト）褐色土（地山）ブロックを20％ほど含む。
褐色土（やや粘土質）地山。
暗褐色土（シルト）耕作土。撹乱。

3号
住
居
跡
：
南
東
（
d）

−
 
北
西
（
d’

）

1 2

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
・
焼
土
粒
子
を
少
量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
地
山
か
。
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

3号
住
居
跡
：
南
東
（
b）

−
 
北
西
（
b’

）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
褐
色
粗
砂
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
や
や

砂
質
）
褐
色
粗
砂
を
2
0％

ほ
ど
含
む
。

褐
色
土
（
や
や

砂
質
）
褐
色
粗
砂
を
2
0％

ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
褐
色
粗
砂
を
微

量
含
む
。

褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
炭
化
材
を
少
量
含
む
。

黄
褐
色
土
（
粘
土
）
貼
床
か
。

暗
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
、
炭
化
材
を
微

量
含
む
。

暗
褐
色
土
（
粘
土
）
地
山
。
黒
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
3
0％

ほ
ど
含
む
。

黄
褐
色
土
（
粘
土
）
地
山
。

1
2

3

4 5
6 7

8

9

10

11

c

c
3
5
4.
5
0
0

d
3
5
4.
9
0
0

1

d

b
3
4
5.
9
0
0

1
2

3

4

5
6 7

8

3号住居跡

3号-遺物・ピット 3住-焼土

0 2m

1/60

0 1m

1/30

－ 50 －

　第 ３8 図　３号住居跡



a

b

b 366.500 a 366.500

c

撹乱

★

撹乱

撹乱

撹乱

撹乱

試
掘ト

レン
チ

1号竪穴状遺溝：北西（a）− 南東（a’）

1
2
3
4
5
6

黒褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを30％ほど含む。
黒褐色土（シルト）焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）黒褐色土を少量含む。
暗褐色土（シルト）黒褐色土を30％ほど含む。炭化・焼土粒子を少量含む。
黒褐色土（シルト）暗褐色土を10％ほど含む。
暗褐色土（シルト）焼土粒子を10％ほど含む。

7
8
9
10
11
12

暗褐色土（シルト）黒褐色土を20％ほど含む。炭化材・焼土粒子を少量含む。
暗褐色土（シルト）しまりやや弱。1号住居跡の覆土か。
暗褐色土（シルト）試掘トレンチ。
暗褐色土（シルト）黒褐色土を20％ほど含む。
褐色土（シルト）暗褐色土ブロックを10％ほど含む。1号住居跡の覆土か。
褐色土（シルト）地山。

12

345 6

78

9

10

11

c

c 366.100

d

c

d

d
36
6.
10
0

1号竪穴状遺構

1竪-焼土・礫

0 2m

1/60

0 1m

1/30

－ 51 －

　第 ３9 図　１– Ｆ区　１号竪穴状遺構



s

s

a

a 355.600

2号竪穴状遺構

3号竪穴状遺構

3号竪-焼土・礫

1号土坑

上層

a

a

b b
3
5
4.
9
0
0

3
5
5.
3
0
0

b

a a

a 356.300

s6

1号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを10％

ほど含む。炭化・焼土粒子を少量含む。

黄褐色土（粘土）地山。

☆

☆

0 2m

1/60

0 2m

1/60
0

1m

1/
30

0 1m

1/30

－ 52 －

　第 ４０ 図　１– Ｆ区　２・３号竪穴状遺構・１号土坑



A 355.800

a

a

a

1

a

a
3
56
.2
0
0

a

a 355.900

2

2
3
4

1

1

a 355.800

1
2

3

4
5

P

a 355.000

3号土坑：南西（a）− 北東（a’）

1

2

3

暗褐色土（シルト）炭化粒子を微量含む。

暗黄褐色土（粘土）暗褐色土ブロックを10％

ほど含む。

暗黄褐色土（粘土）地山。黒褐色土ブロック

を少量含む。

4号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

5

暗黄褐色土（やや粘土質）焼土粒子を少量含む。

暗褐色土（シルト）炭化粒子を少量含む。

暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを少量含む。

暗褐色土（シルト）暗黄褐色土ブロックを10％ほど含む。しまり弱。

暗黄褐色土（粘土）地山。

5号土坑：北西（a）− 南東（a’）

1

2

3

4

5

暗褐色土（シルト）炭化粒子を微量含む。

黒褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを少量含む。

暗褐色土（やや粘土質）黄褐色土ブロックを少量含む。炭化粒子を微量含む。

暗褐色土（やや粘土質）黒褐色土ブロックを20％ほど含む。炭化粒子を微量含む。

暗褐色土（やや粘土質）黒褐色土ブロックが帯状に混ざる。

2号土坑

4号土坑

5号土坑

1号ピット

3号土坑

上層

0 1m

1/30

－ 53 －

　第 ４１ 図　１– Ｆ区　2 ～ 5 号土坑・１号ピット



3
56
.8
0
0

a
a

3
57
.4
0
0

c

c

b

b

周
溝
：
南
（
b）

−
 
北
（
b’

）

1 2 3 4

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黄

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量

含
む
。
し
ま
り
弱
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黒

褐
色
土
を
4
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
、
径
5〜

2
0
㎝
ほ
ど
の
礫
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

黄
褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
地
山
。

周
溝
：
南
東
（
a）

−
 
北
西
（
a’

）

1 2 3 4 5

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
耕
作
土
。
撹

乱
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。
焼

土
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
焼

土
粒
子
を
少
量

含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
黒

褐
色
土
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量

含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
黒

褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
ほ
ど
含
む
。
径
5〜

2
0
㎝
ほ
ど
の
礫
を
少
量

含
む
。

6 7 8 9

1
0

黒
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
暗
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
ほ
ど
含
む
。

暗
褐
色
土
（
シ
ル
ト
）
撹

乱
。
暗

黄
褐
色
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
10
％
ほ
ど
含
む
。

暗
黄

褐
色
土
（
や
や
粘
土
質
）
撹

乱
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　第 ４２ 図　１– Ｆ区　周溝
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　第 ４３ 図　１– Ｄ区　１号住居跡（1）
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　第 ４４ 図　１– Ｄ区　１号住居跡（2）
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　第 ４5 図　１– Ｄ区　１号住居跡（3）
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　第 ４6 図　１– Ｄ区　１号住居跡（4）
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　第 ４7 図　１– Ｄ区　１号住居跡（5）
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　第 ４8 図　１– Ｄ区　１号住居跡（6）
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第 ４9 図　１– Ｄ区　7・８号土坑

１– Ｄ区　８号土坑

１– Ｄ区　7 号土坑
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　第 5０ 図　１– Ｅ区　１号住居跡（1）
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第 5１ 図　１– Ｅ区　１号住居跡（2）
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　第 5２ 図　１– Ｅ区　1・2 号竪穴状遺構、3・4 号土坑、１2 号土坑（1）

１– Ｅ区　１2 号土坑（1）

１– Ｅ区　１号竪穴状遺構

１– Ｅ区　2 号竪穴状遺構

１– Ｅ区　３号土坑

１– Ｅ区　4 号土坑
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　第 5３ 図　１– Ｅ区　１2 号土坑（2）
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　第 5４ 図　１– Ｆ区　１号住居跡（1）
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　第 55 図　１– Ｆ区　１号住居跡（2）
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　第 56 図　１– Ｆ区　２号住居跡（1）
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　第 57 図　１– Ｆ区　２号住居跡（2）



10

12

14

15

16

13

11

0 10cm

1/3

－ 70 －

　第 58 図　１– Ｆ区　２号住居跡（3）
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１– Ｆ区　３号住居跡

１– Ｆ区　５号土坑

１– Ｆ区　１号ピット

第 59 図　１– Ｆ区　3 号住居跡、5 号土坑、１号ピット
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第 6０ 図　１– Ｆ区　周溝
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第 6１ 図　石鏃・石匙・削器・打製石斧（1：1- Ｅ区 1 号住居跡、2 ～ 5：1- Ｆ区 2 号住居跡、6：1- Ｆ区 1 号土坑、7・8：1-
Ｄ区 1 号住居跡、9：1- Ｅ区 1 号住居跡、10：1- Ｄ区 1 号住居跡、11：1- Ｆ区 1 号住居跡、12・13：1- Ｄ区 1 号住居跡）
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29

31

30

第 6２ 図　打製石斧（14 ～ 19：1- Ｄ区 1 号住居跡、20：1- Ｅ区 1 号住居跡、21：1- Ｅ区Ｊ -44 グリッド、22 ～ 28：1- Ｆ区 2 号住居跡）
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第 6３ 図　磨製石斧（29・30：１– Ｅ区１号住居跡、31：１– Ｆ区 2 号住居跡）
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第 6４ 図　クボミ石（32：１– Ｄ区１号住居跡、33：１– Ｅ区 1 号住居跡）
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第 65 図　石囲い炉礫（１– Ｄ区　１号住居跡）
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第１表　土坑・ピット一覧表
調査区 遺構名 位置（グリッド） 平面形 断面 長軸ｍ 短軸ｍ 深さｍ 時期 備考
1-B 区 1 号土坑 N-57 楕円形 すり鉢状 1.06 0.81 0.27 －

1-B 区 2 号土坑 N-57・58 不整形 袋状 1.11 0.89 0.63 現代 ビンが出土

1-B 区 3 号土坑 N-58 楕円形 袋状 0.96 0.75 0.43 －

1-B 区 4 号土坑 N-57 不整円形 袋状 1.34 1.14 0.59 －

1-B 区 5 号土坑 L-56 不整形 不整 0.94 0.65 0.44 －

1-B 区 6 号土坑 K-55 不整円形 すり鉢状 0.92 0.65 0.26 －

1-B 区 7 号土坑 K-56 円形 箱形 0.74 0.71 0.17 －

1-B 区 8 号土坑 K-55 楕円形 箱形 1.17 0.76 0.3 －

1-B 区 集石土坑 K・L-55・56 不整円形 すり鉢状 1.53 1.43 0.74 縄文前期・中期

1-C 区 1 号土坑 T-52 円形 箱形 1.51 1.34 0.66 －

1-C 区 2 号土坑 S-52・53 楕円形 箱形 1.3 1.08 0.53 －

1-D 区 1 号土坑 W-43・44 楕円形 袋状 0.97 0.83 0.29 現代 ビンが出土

1-D 区 2 号土坑 V-43 不整形 箱形 1.88 1.4 0.28 －

1-D 区 3 号土坑 U-44 不整形 不整 （2.2） － 0.67 －

1-D 区 4 号土坑 T・U-43 不整形 すり鉢状 2.48 － （0.66） －

1-D 区 5 号土坑 T-43 円形 すり鉢状 （1.31） － 0.2 －

1-D 区 6 号土坑 R・S-45 不整形 不整 4.2 3.3 0.84 縄文中期 風倒木か

1-D 区 7 号土坑 R-46 楕円形 箱形 1.12 0.86 0.38 縄文前期

1-D 区 8 号土坑 R-46・47 不整円形 箱形 1.42 1.35 0.41 縄文前期

1-D 区 9 号土坑 R・S-48 不整円形 不整 2.29 1.93 0.3 －

1-D 区 10 号土坑 S-48 不整円形 不整 1.69 1.61 0.33 －

1-D 区 11 号土坑 P-49 楕円形 すり鉢状 0.85 0.58 0.37 －

1-D 区 12 号土坑 P-49 円形 U 字形 0.77 0.76 0.26 －

1-D 区 13 号土坑 P-50 不整形 すり鉢状 1.14 0.62 0.39 －

1-D 区 14 号土坑 Q-51 不整形 箱形 1.64 1.03 0.05 －

1-D 区 15 号土坑 Q-51・52 不整形 すり鉢状 1.48 1.39 0.12 －

1-D 区 16 号土坑 N-51 不整形 袋状 1.53 1 0.49 －

1-D 区 17 号土坑 P-50 不整円形 箱形 1.83 1.64 0.33 －

1-D 区 18 号土坑 M・N-50 円形 袋状 － 0.75 0.52 －

1-E 区 1 号土坑 － － － － － － － 欠番

1-E 区 2 号土坑 R-43 不整形 U 字形 － － 0.57 － 溝状遺構の中

1-E 区 3 号土坑 Q-42・43 不整形 不整形 1.37 （0.95） 0.3 （縄文中期か） 遺物少量

1-E 区 4 号土坑 P-44・45 不整形 不整形 1.3 1.03 0.18 （縄文前期か） 遺物少量

1-E 区 5 号土坑 P-45 不整円形 U 字形 2.48 2.16 0.59

1-E 区 6 号土坑 N-44・45 円形 U 字形 1.1 1.02 0.42 －

1-E 区 7 号土坑 M・N-44 不整方形 箱形 1.25 0.73 0.29 －

1-E 区 8 号土坑 M-45 楕円形 箱形 1.54 1.23 0.44 －

1-E 区 9 号土坑 N-46 不整形 不整形 1.53 1.15 0.34 －

1-E 区 10 号土坑 N-46 円形 箱形 1.03 1.01 0.38 －

1-E 区 11 号土坑 P-45 不整円形 U 字形 1.37 1.05 0.44 －

1-E 区 12 号土坑 O-45・46 楕円 U 字 1.15 0.81 0.27 縄文中期

1-E 区 13 号土坑 N・O-45・46 楕円 U 字 1.02 0.83 0.1 －

1-E 区 集石土坑 N・O-46 不整 不整 1.2 0.71 0.11 縄文中期

1-E 区 1 号ピット P-42 楕円 V 字 0.54 0.31 0.25 －

1-F 区 1 号土坑 V-35 楕円 箱形 1.58 1.2 0.42 縄文・弥生

1-F 区 2 号土坑 S-38 不整形 不整形 1.42 0.79 0.35 －

1-F 区 3 号土坑 P-39 不整形 不整形 0.84 0.76 0.15 －

1-F 区 4 号土坑 M・N-40 楕円形 不整形 1.64 0.98 0.47 －

1-F 区 5 号土坑 L-40 円 箱 1.86 1.77 1.31 （縄文前期か） 遺物少量

1-F 区 1 号ピット V-35 楕円 不整 0.36 0.32 0.17 縄文前期
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ャ

タ
ピ

ラ
文

（
三

角
形

押
圧

）・
三

角
押

文
。

明
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

№
15

と
同

一
個

体

1-
D

1
住

46
14

1
住

25
3･

25
5･

32
3･

39
8

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

(2
2.

0)
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

：
向

か
い

合
う

区
画

の
両

端
を

隆
帯

で
盛

り
上

げ
る

。
口

縁
直

下
：

隆
帯

に
刻

み
。

角
押

文
。

暗
褐

色
白

色
・

黒
色

粒
子

を
含

む

1-
D

1
住

46
15

1
住

22
4･

27
9

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
口

縁
直

下
：

重
三

角
区

画
。

胴
部

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

（
三

角
区

画
か

）。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
（

三
角

形
押

圧
）・

三
角

押
文

。
明

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む
№

13
と

同
一

個
体

1-
D

1
住

46
16

1
住

西
土

9
縄

文
中

期
中

葉
小

型
深

鉢
－

･
－

･6
.6

胴
～

底
部

多
段

楕
円

区
画

。
三

角
押

文
。

明
赤

褐
色

白
色

粒
子

含
む

1-
D

1
住

46
17

1
住

33
9･

43
5

縄
文

中
期

中
葉

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器
(8

.0
)･

7.
1･

(4
.8

)
口

縁
～

底
部

Ｒ
Ｌ

単
節

縄
文

。
明

赤
褐

色

1-
D

1
住

47
18

1
住

16
5･

27
2･

39
7･

土
1･

31
他

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

13
.6

)
胴

～
底

部
胴

部
上

：
楕

円
区

画
・

環
状

突
起

。
胴

部
下

：
抽

象
文

。
底

部
付

近
：

円
形

貼
付

文
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

（
三

角
形

押
圧

）・
三

角
押

文
・

波
状

沈
線

。
鈍

い
赤

褐
色

白
色

・
黒

色
粒

子
を

含
む

1-
D

1
住

47
19

1
住

11
0･

26
6

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･(
14

.0
)

胴
～

底
部

胴
部

：
抽

象
文

。
底

部
付

近
：

楕
円

状
区

画
（

下
部

に
は

廻
ら

な
い

）。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

三
角

押
文

。
明

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
D

1
住

47
20

1
住

20
8･

21
0･

29
5

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･8
.2

胴
～

底
部

幅
広

の
隆

帯
に

よ
る

ク
ラ

ン
ク

状
懸

垂
文

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
。

明
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
D

1
住

47
21

1
住

30
1･

45
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

19
.0

)
胴

～
底

部
隆

帯
に

よ
る

懸
垂

文
（

4
単

位
か

）。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
（

三
角

形
押

圧
）・

三
角

押
文

。
暗

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
D

1
住

47
22

1
住

土
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
底

部
付

近
隆

帯
に

よ
る

区
画

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
（

三
角

形
押

圧
）・

三
角

押
文

。
鈍

い
黄

褐
色

1-
D

1
住

47
23

1
住

西
土

1･
7

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

(1
2.

2)
･

－
･(

13
.0

)
胴

～
底

部
沈

線
で

横
位

区
画

し
、

区
画

内
を

斜
位

の
沈

線
で

う
め

る
。

明
赤

褐
色

1-
D

1
住

48
24

1
住

10
･1

7･
60

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･(
16

.0
)･

(1
1.

5)
胴

～
底

部
平

行
沈

線
に

よ
る

施
文

。
明

赤
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
D

1
住

48
25

1
住

99
･1

21
･1

22
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･(
7.

4)
口

縁
下

～
底

部
無

文
。

赤
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
D

1
住

48
26

1
住

44
1

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

19
.6

)
底

部
付

近
隆

帯
に

よ
る

懸
垂

文
？

（
４

単
位

か
）

明
褐

色

1-
D

1
住

48
27

1
住

32
9

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･1

8.
0

底
部

付
近

明
赤

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
D

1
住

48
28

1
住

西
土

4
他

縄
文

中
期

中
葉

小
型

深
鉢

－
･

－
･(

6.
0)

底
部

付
近

ワ
ラ

ジ
状

モ
チ

ー
フ

か
。

隆
帯

に
刻

み
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

・
三

角
押

文
。

明
赤

褐
色

－ 79 －



地
区

遺
構

図
版

番
号

遺
物
番
号

注
記
番
号

時
代

時
期

器
種

口
径
・
底
径
・
器
高
（
cm
）

（
　
　
　
　
）：
復
元
値

部
位
・
形
態

整
形
・
施
文
技
法

色
調

胎
土

備
考

1-
D

1
住

48
29

1
住

30
0

他
縄

文
中

期
中

葉
浅

鉢
－

･7
.2

･
－

口
縁

～
底

部
Ｒ

Ｌ
単

節
縄

文
。

明
褐

色

1-
D

7
土

49
1

7
土

2･
4

～
10

･1
2･

13
･1

5･
18

～
23

、
1

住
10

8
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
(4

6.
1)

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部

口
唇

部
：

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

刺
突

が
廻

る
。

口
縁

部
：（

）
形

と
縦

長
の

棒
状

貼
付

文
で

構
成

さ
れ

る
。

口
縁

下
部

：
縦

長
の

棒
状

貼
付

文
が

廻
る

。
口

縁
部

・
口

縁
下

部
と

も
に

地
文

は
横

位
の

矢
羽

状
沈

線
。

胴
部

：
口

縁
部

文
様

帯
を

横
位

の
条

線
で

区
切

り
、

縦
方

向
の

条
線

で
区

画
し

た
間

を
、（

）
状

の
条

線
で

う
め

る
。

一
部

横
方

向
の

条
線

に
よ

る
区

画
も

見
ら

れ
る

。
ボ

タ
ン

状
貼

付
文

上
に

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

刺
突

。

褐
色

雲
母

、
白

色
・

赤
色

粒
子

を
含

む

1-
D

8
土

49
1

8
土

6
～

13
他

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
胴

～
底

部
横

方
向

の
沈

線
。

中
段

あ
た

り
に

横
位

の
矢

羽
状

沈
線

。
赤

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
D

8
土

49
2

8
土

1
～

3
他

縄
文

前
期

後
半

浅
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
て

い
ね

い
に

磨
か

れ
て

い
る

。
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
D

8
土

49
3

8
土

5
縄

文
前

期
後

半
有

孔
浅

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
約

6.
3c

m
間

隔
で

径
約

１
cm

の
孔

が
廻

る
。

明
赤

褐
色

1-
E

1
住

50
1

1
住

8･
68

･1
28

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
(1

8.
0)

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
口

縁
：

円
形

突
起

の
脇

に
螺

旋
状

の
貼

付
文

（
４

単
位

）。
口

縁
直

下
：

重
三

角
区

画
・

三
叉

文
。

胴
部

：
Ｒ

Ｌ
単

節
縄

文
。

暗
褐

色
石

英
・

白
色

粒
子

を
含

む

1-
E

1
住

50
2

1
住

21
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

：
波

状
口

縁
。

口
縁

直
下

：
波

状
口

縁
の

形
状

に
合

わ
せ

た
波

状
の

隆
帯

。
隆

帯
の

波
頂

部
下

に
Ｕ

字
状

の
貼

付
文

。
胴

部
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
？

。
Ｒ

Ｌ
単

節
縄

文
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

（
三

角
形

押
圧

）・
三

角
押

文
。

褐
色

1-
E

区
12

土
2

と
同

一
個

体
。

1-
E

1
住

50
3

1
住

15
7･

炉
1

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

：
渦

巻
き

状
突

起
。

口
縁

直
下

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

の
痕

跡
が

割
れ

口
付

近
に

見
ら

れ
る

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
（

三
角

形
押

圧
）・

三
角

押
文

。
橙

色
白

色
粒

子
を

含
む

や
や

磨
耗

し
て

い
る

。

1-
E

1
住

50
4

1
住

78
･1

06
他

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

(2
2.

0)
･

－
･

－
口

縁
部

無
文

。
褐

色

1-
E

1
住

50
5

1
住

24
･1

68
、

L-
46

g9
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
(2

4.
0)

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
胴

部
：

隆
帯

の
み

で
横

位
区

画
（

楕
円

か
）。

褐
色

1-
E

1
住

50
6

1
住

21
2

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
突

起
頭

頂
部

を
隆

帯
で

菱
形

に
盛

り
上

げ
る

。
正

面
中

央
に

隆
帯

が
垂

下
し

、
隆

帯
を

巻
く

よ
う

に
一

段
ず

つ
の

粘
土

を
貼

り
付

け
る

。
隆

帯
脇

に
右

側
２

条
、

左
側

３
条

の
三

角
押

文
。

赤
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
E

1
住

50
7

1
住

13
5

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

突
起

蛇
形

（
男

性
器

形
）

突
起

。
褐

色

1-
E

1
住

51
8

1
住

15
2、

L-
46

g2
1

他
縄

文
中

期
中

葉
小

型
深

鉢
(1

0.
0)

･
－

･
－

口
縁

～
底

部
地

文
縄

文（
Ｒ

Ｌ
単

節
）。

口
縁

部
：

沈
線

。
胴

部
上

：
多

段
楕

円
区

画（
沈

線
）。

明
赤

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
E

1
住

51
9

1
住

5･
13

7
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

～
底

部
付

近
上

部
：

方
形

区
画

？
。

下
部

：
楕

円
区

画
？

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

角
押

文
。

明
褐

色
雲

母
を

含
む

1-
E

1
住

51
10

1
住

23
1･

焼
土

一
括

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
上

部
：

三
角

区
画

。
下

部
：

隆
帯

に
よ

る
懸

垂
文

。
螺

旋
状

に
一

段
ず

つ
粘

土
を

貼
り

付
け

る
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

・
角

押
文

。
区

画
内

は
先

の
丸

い
棒

状
工

具
に

よ
る

交
互

刺
突

。
明

赤
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
E

1
住

51
11

1
住

20
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

12
.0

)
底

部
ヘ

ラ
削

り
。

明
褐

色

1-
E

1
住

51
12

1
住

22
9

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

14
.4

)
底

部
ヘ

ラ
削

り
・

指
頭

圧
痕

。
橙

色

1-
E

1
住

51
13

1
住

12
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･(

14
.6

)
底

部
指

頭
圧

痕
。

赤
褐

色

1-
E

1
住

51
14

1
住

23
2

縄
文

中
期

中
葉

浅
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

：
粘

土
紐

を
縦

位
に

貼
付

そ
の

間
の

口
唇

部
を

盛
り

上
げ

る
。

粘
土

紐
と

盛
り

上
が

っ
た

部
分

に
刻

み
目

が
入

れ
る

。
角

押
文

。
橙

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
E

1
住

51
15

1
住

40
･4

3･
99

･2
03

縄
文

中
期

中
葉

浅
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

：
弧

状
に

盛
り

上
げ

た
口

唇
部

に
刻

み
目

を
入

れ
る

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

角
押

文
明

赤
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
E

1
住

51
16

L-
46

g1
4･

16
縄

文
中

期
中

葉
浅

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
部

に
爪

形
文

が
廻

る
。

口
縁

下
の

屈
曲

部
分

周
辺

に
粘

土
紐

を
巻

い
て

盛
り

上
げ

、
そ

の
上

に
押

圧
に

よ
る

波
状

の
隆

帯
が

廻
る

。
鈍

い
褐

色

1-
E

1
住

51
17

L-
47

g1
縄

文
中

期
中

葉
ミ

ニ
チ

ュ
ア

土
器

－
･

－
･5

.0
胴

～
底

部
手

づ
く

ね
成

形
。

褐
色

1-
E

1
竪

52
1

1
竪

7
他

弥
生

後
期

甕
－

･
－

･
－

胴
～

底
部

胴
部

上
：

櫛
描

文
が

交
差

す
る

。
内

・
外

面
：

ヘ
ラ

削
り

。
褐

色
雲

母
を

含
む

1-
E

区
1

竪
2

と
同

一
個

体
か

。

1-
E

1
竪

52
2

1
竪

3
～

5
弥

生
後

期
甕

－
･

－
･(

6.
4)

胴
部

胴
部

上
：

櫛
描

波
状

文
。

胴
部

：
縦

位
の

羽
状

櫛
描

文
。

明
黄

褐
色

雲
母

を
含

む
1-

E
区

1
竪

1
と

同
一

固
体

か
。

1-
E

2
竪

52
1

2
竪

4･
6･

7
弥

生
後

期
高

坏
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
に

２
対

の
小

突
起

。
内

・
外

面
：

磨
き

・
赤

彩
。

鈍
い

赤
褐

色

1-
E

3
土

52
1

3
土

1
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

隆
帯

に
よ

る
区

画
。

三
角

押
文

。
赤

褐
色

雲
母

を
含

む

1-
E

4
土

52
1

4
土

1
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

縦
方

向
の

条
線

で
区

画
し

た
間

に
鋸

歯
状

条
線

。
褐

色

－ 80 －



地
区

遺
構

図
版

番
号

遺
物
番
号

注
記
番
号

時
代

時
期

器
種

口
径
・
底
径
・
器
高
（
cm
）

（
　
　
　
　
）：
復
元
値

部
位
・
形
態

整
形
・
施
文
技
法

色
調

胎
土

備
考

1-
E

12
土

52
1

12
土

3･
8･

10
他

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

直
下

：
重

三
角

区
画

。
胴

部
：

隆
帯

で
横

位
に

２
段

区
画

し
、

そ
の

下
に

重
三

角
区

画
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

・
三

角
押

文
。

鈍
い

褐
色

雲
母

を
含

む

1-
E

12
土

52
2

12
土

28
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
：

波
状

口
縁

。
口

縁
直

下
：

波
状

口
縁

の
形

状
に

合
わ

せ
た

波
状

の
隆

帯
。

隆
帯

の
波

頂
部

下
に

Ｕ
字

状
の

貼
付

文
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

（
三

角
形

押
圧

）。
鈍

い
黄

褐
色

雲
母

を
含

む
1-

E
区

1
住

2
と

同
一

個
体

。

1-
E

12
土

53
3

12
土

5･
14

･1
9

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
口

縁
直

下
：

重
三

角
区

画
。

胴
部

：
隆

帯
に

よ
る

区
画

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

三
角

押
文

（
区

画
内

：
波

状
の

押
引

き
）。

灰
黄

褐
色

1-
E

12
土

53
4

12
土

34
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
か

ら
高

さ
の

あ
る

隆
帯

が
垂

下
す

る
。

口
縁

部
に

刻
み

目
。

三
角

押
文

・
角

押
文

。
赤

褐
色

白
色

粒
子

を
含

む

1-
E

12
土

53
5

(試
掘

調
査

)
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

胴
部

上
：

楕
円

区
画

。
胴

部
下

：
ク

ラ
ン

ク
状

の
懸

垂
文

（
一

部
棒

状
工

具
に

よ
る

押
圧

）。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

三
角

押
文

（
区

画
内

：
波

状
の

押
引

き
）。

暗
褐

色
白

色
粒

子
を

含
む

1-
E

12
土

53
6

12
土

33
縄

文
中

期
中

葉
器

台
形

土
器

－
･4

.0
･(

22
.0

)
円

盤
・

台
部

台
部

：
約

9.
5c

m
間

隔
で

孔
が

廻
る

（
貫

通
は

し
て

い
な

い
）。

橙
色

1-
F

1
住

54
1

1
住

T1
6･

17
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
横

位
の

条
線

が
数

段
廻

り
、

そ
の

間
に

斜
位

の
条

線
を

入
れ

る
。

赤
褐

色

1-
F

1
住

54
2

1
住

11
2、

1
竪

41
他

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

地
文

縄
文

（
Ｒ

Ｌ
単

節
）。

横
位

条
線

（
屈

曲
部

上
の

部
分

の
一

部
に

斜
位

の
条

線
が

見
ら

れ
る

）。
明

赤
褐

色
や

や
磨

耗
し

て
い

る
。

1-
F

1
住

54
3

1
住

14
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

唇
部

～
口

唇
部

。
口

唇
部

に
横

位
の

沈
線

が
あ

り
、

そ
の

下
に

斜
位

の
沈

線
を

入
れ

る
。

赤
褐

色

1-
F

1
住

54
4

1
住

57
･7

6
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
横

位
の

条
線

（
や

や
ま

ば
ら

）。
明

黄
褐

色
1-

F
区

1
住

6
と

同
一

個
体

。

1-
F

1
住

54
5

1
住

68
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
横

方
向

の
矢

羽
状

条
線

を
地

文
と

し
、

口
唇

部
と

口
縁

下
に

結
節

沈
線

が
廻

る
。

３
本

単
位

の
結

節
浮

線
文

。
ボ

タ
ン

状
貼

付
文

に
半

裁
竹

管
状

工
具

に
よ

る
刺

突
。

黄
褐

色

1-
F

1
住

54
6

1
住

14
1･

13
7

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
横

位
の

条
線

（
や

や
ま

ば
ら

）。
赤

褐
色

1-
F

区
1

住
4

と
同

一
個

体
。

1-
F

1
住

54
7

1
住

T3
4

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
。

Ｒ
Ｌ

単
節

縄
文

。
褐

色
1-

F
区

1
住

9
と

同
一

個
体

1-
F

1
住

54
8

1
住

T1
8

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
。

貼
付

文
を

囲
む

よ
う

に
弧

状
の

条
線

が
向

か
い

合
う

。
ゆ

る
い

屈
曲

部
に

横
位

の
条

線
が

廻
り

、
そ

の
下

は
斜

位
（

矢
羽

状
か

）
の

条
線

に
な

る
。

赤
褐

色

1-
F

1
住

55
9

1
住

51
･6

6、
1

竪
10

･1
2

他
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
(2

2.
0)

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
Ｒ

Ｌ
単

節
縄

文
。

低
い

波
状

口
縁

と
な

る
か

。
赤

褐
色

1-
F

区
1

住
7

と
同

一
個

体
。

1-
F

1
住

55
10

1
住

13
･9

8
他

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･1

0.
4

底
部

Ｒ
Ｌ

単
節

縄
文

。
明

褐
色

1-
F

1
住

55
11

1
住

85
･1

25
他

縄
文

前
期

後
半

有
孔

浅
鉢

(1
9.

0)
･

－
･

－
口

縁
部

約
6.

5c
m

間
隔

で
径

約
８

m
m

の
孔

が
廻

る
。

屈
曲

部
（

欠
損

部
）

に
補

修
孔

。
外

面
：

磨
き

。
褐

色

1-
F

1
住

55
12

1
住

11
3

縄
文

前
期

後
半

有
孔

浅
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
縦

に
２

つ
の

孔
が

開
く

（
補

修
孔

か
）。

内
・

外
面

：
磨

き
。

赤
褐

色

1-
F

1
住

55
13

1
住

10
7･

11
7

縄
文

前
期

後
半

有
孔

浅
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

約
２

cm
間

隔
で

径
約

５
m

m
の

孔
が

廻
る

。
内

・
外

面
：

磨
き

。
赤

褐
色

1-
F

1
住

55
14

1
住

31
･1

08
－

－
壺

・
甕

－
･

－
･(

6.
8)

底
部

外
面

：
磨

き
か

。
鈍

い
黄

橙
色

弥
生

後
期

か
。

や
や

磨
耗

し
て

い
る

。

1-
F

2
住

56
1

2
住

24
6

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

(1
6.

6)
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

直
下

：
重

三
角

区
画

。
玉

抱
き

三
叉

文
。

沈
線

に
よ

る
縞

が
入

る
側

面
環

状
の

突
起

。
胴

部
：

環
付

き
楕

円
区

画
。

三
角

押
文

も
し

く
は

三
角

形
押

圧
。

丁
寧

に
磨

か
れ

る
。

鈍
い

黄
褐

色

1-
F

2
住

56
2

2
住

13
9･

14
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

～
口

縁
直

下
：

楕
円

区
画

か
。

向
か

い
合

う
部

分
の

隆
帯

区
画

を
や

や
盛

り
上

げ
て

い
る

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

三
角

押
文

。
鈍

い
褐

色
石

英
を

含
む

1-
F

2
住

56
3

2
住

68
･9

5
他

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

直
下

：
２

段
の

楕
円

区
画

。
三

角
押

文
（

先
端

が
丸

い
）。

暗
褐

色

1-
F

2
住

56
4

2
住

49
･1

05
他

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

直
下

：
重

三
角

区
画

。
環

状
突

起
（

反
対

側
に

螺
旋

状
の

粘
土

紐
か

－
や

や
不

明
瞭

）。
区

画
内

を
角

押
文

に
よ

っ
て

三
角

形
に

区
画

し
、

そ
の

中
に

三
叉

文
。

三
角

押
文

。
角

押
文

。
鈍

い
黄

褐
色

1-
F

2
住

56
5

2
住

16
8

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

直
下

：
楕

円
区

画
か

。
向

か
い

合
う

部
分

の
上

部
を

突
起

状
に

つ
ま

み
出

す
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

・
三

角
押

文
。

赤
褐

色
石

英
を

含
む

1-
F

2
住

56
6

2
住

80
･1

49
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
直

下
：

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

刺
突

。
同

工
具

に
よ

る
平

行
沈

線
。

弧
状

の
粘

土
紐

貼
付

。
角

押
文

。
赤

褐
色

1-
F

2
住

56
7

2
住

10
3･

10
8

他
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
口

縁
～

口
縁

直
下

：
隆

帯
に

よ
る

重
三

角
区

画
。

鈍
い

褐
色

1-
F

2
住

56
8

2
住

土
上

2･
3

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

直
下

：
隆

帯
を

用
い

ず
、

三
角

区
画

状
に

角
押

文
を

充
填

す
る

。
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
・

角
押

文
。

明
赤

褐
色

－ 81 －



地
区

遺
構

図
版

番
号

遺
物
番
号

注
記
番
号

時
代

時
期

器
種

口
径
・
底
径
・
器
高
（
cm
）

（
　
　
　
　
）：
復
元
値

部
位
・
形
態

整
形
・
施
文
技
法

色
調

胎
土

備
考

1-
F

2
住

57
9

2
住

炉
6

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

32
.0

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部

口
縁

：
４

単
位

の
小

突
起

。
一

箇
所

は
両

端
に

環
の

付
い

た
小

突
起

で
、

口
縁

内
部

に
環

状
の

貼
付

文
が

付
く

（
そ

の
他

３
カ

所
は

両
端

の
環

の
部

分
を

盛
り

上
げ

た
だ

け
の

小
突

起
。）

。
口

縁
直

下
：

重
三

角
区

画
。

胴
部

：
楕

円
区

画
。

キ
ャ

タ
ピ

ラ
文

・
三

角
押

文
。

明
褐

色
埋

甕
炉

1-
F

2
住

58
10

2
住

5
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

三
角

区
画

（
隆

帯
に

刻
み

を
入

れ
る

。）
。

上
向

き
三

角
形

の
頂

点
に

突
起

。
三

角
押

文
。

暗
褐

色
埋

甕
炉

1-
F

2
住

58
11

2
住

埋
甕

炉
4

縄
文

中
期

中
葉

深
鉢

－
･

－
･

－
胴

部
多

段
矩

形
区

画
（

楕
円

に
近

い
部

分
も

あ
る

。）
。

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

平
行

沈
線

で
区

画
。

区
画

内
縁

に
爪

形
状

の
刺

突
。

鈍
い

褐
色

石
英

を
含

む

1-
F

2
住

58
12

2
住

94
･9

6
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･(
10

.0
)

底
部

胴
部

下
：

隆
帯

に
よ

る
区

画
。

明
赤

褐
色

1-
F

2
住

58
13

2
住

72
･7

3･
14

8
縄

文
中

期
中

葉
深

鉢
－

･
－

･(
13

.0
)

底
部

胴
部

下
：

沈
線

（
３

本
単

位
）

が
垂

下
す

る
。

鈍
い

黄
褐

色

1-
F

2
住

58
14

2
住

土
下

1
～

7･
10

他
縄

文
中

期
中

葉
浅

鉢
(3

7.
8)

･1
5.

7･
(1

2.
0)

口
縁

～
底

部
口

縁
：

向
か

い
合

う
弧

状
の

隆
帯

の
間

に
３

本
の

粘
土

紐
を

貼
り

付
け

た
小

突
起

。
明

赤
褐

色
石

英
を

含
む

1-
F

2
住

58
15

2
住

7
縄

文
中

期
中

葉
浅

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

～
胴

部
口

縁
直

下
：

内
湾

す
る

口
縁

部
に

横
位

の
キ

ャ
タ

ピ
ラ

文
と

縦
位

の
三

角
押

文
。

褐
色

1-
F

2
住

58
16

2
住

21
1

縄
文

中
期

中
葉

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器
8.

2･
3.

4･
3･

5
ほ

ぼ
完

形
輪

積
み

成
形

。
指

頭
圧

痕
。

赤
褐

色
白

色
粘

土
が

付
着

（
内

面
お

よ
び

外
面

口
縁

部
付

近
に

顕
著

。）
。

自
然

科
学

分
析

試
料

。

1-
F

3
住

59
1

3
住

2･
6

弥
生

後
期

壺
16

.8
･

－
･

－
口

縁
～

胴
部

口
縁

：
櫛

描
波

状
文

。
頸

部
：

横
位

の
沈

線
間

に
櫛

描
波

状
文

（
ハ

ケ
目

が
残

る
）。

外
面

：
ハ

ケ
目

・
磨

き
。

内
面

：
ヘ

ラ
削

り
。

鈍
い

黄
橙

色

1-
F

3
住

59
2

3
住

3
縄

文
前

期
後

半
有

孔
浅

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
約

5.
8㎝

間
隔

で
径

約
６

m
m

の
孔

が
廻

る
。

外
面

：
磨

き
。

褐
色

1-
F

3
住

59
3

3
住

5
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

縦
方

向
の

条
線

。
暗

褐
色

1-
F

5
土

59
1

5
土

1
～

4
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部

口
唇

部
：

半
裁

竹
管

状
工

具
に

よ
る

刺
突

が
廻

る
。

口
縁

部
：

横
位

の
矢

羽
状

条
線

。
半

裁
竹

管
状

工
具

に
よ

る
３

本
単

位
の

平
行

沈
線

が
縦

方
向

に
入

れ
ら

れ
る

。
口

縁
部

下
：

縦
方

向
お

よ
び

斜
め

方
向

の
条

線
。

２
対

の
ボ

タ
ン

状
貼

付
文

。

褐
色

1-
F

5
土

59
2

5
土

5
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

Ｒ
Ｌ

単
節

縄
文

。
横

位
の

条
線

。
鈍

い
橙

色

1-
F

1ピ
ット

59
1

1P
2･

3
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
地

文
縄

文
（

Ｒ
Ｌ

単
節

）。
口

縁
部

：
波

状
口

縁
の

波
頂

部
に

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
。

突
起

下
に

渦
巻

状
条

線
。

口
縁

部
下

：
横

位
の

弧
状

条
線

。
赤

褐
色

1-
F

周
溝

60
1

北
周

32
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
Ｌ

無
節

縄
文

。
明

赤
褐

色

1-
F

周
溝

60
2

北
周

19
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

口
縁

部
口

縁
部

：
２

対
の

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
。

貼
付

文
を

囲
む

よ
う

に
条

線
。

口
縁

部
下

：
横

位
の

羽
状

条
線

か
。

鈍
い

橙
色

1-
F

周
溝

60
3

北
周

1･
12

縄
文

前
期

後
半

深
鉢

－
･

－
･

－
口

縁
部

口
縁

部
：

ボ
タ

ン
状

貼
付

文
。

斜
位

の
条

線
。

口
縁

部
下

：
横

位
の

条
線

・
羽

状
条

線
。

暗
褐

色

1-
F

周
溝

60
4

北
周

28
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

横
位

の
対

弧
状

条
線

。
明

赤
褐

色

1-
F

周
溝

60
5

北
周

4
縄

文
前

期
後

半
深

鉢
－

･
－

･
－

胴
部

縦
位

お
よ

び
斜

位
の

条
線

。
褐

色

1-
F

周
溝

60
6

北
周

7
弥

生
後

期
壺

－
･

－
･

－
頸

～
胴

部
頸

部
：

横
位

の
沈

線
。

胴
部

：
横

位
の

沈
線

間
に

櫛
描

波
状

文
。

内
・

外
面

：
磨

き
・

赤
彩

。
明

赤
褐

色

1-
F

周
溝

60
7

北
周

35
弥

生
後

期
壺

・
甕

－
･

－
･

－
胴

部
櫛

描
波

状
文

。
縦

方
向

に
擦

り
消

さ
れ

る
。

明
褐

色
1-

F
区

周
溝

8
～

10
と

同
一

固
体

。

1-
F

周
溝

60
8

北
周

10
･1

1･
17

他
弥

生
後

期
壺

・
甕

－
･

－
･

－
胴

部
櫛

描
波

状
文

。
明

褐
色

1-
F

区
周

溝
7・

9・
10

と
同

一
固

体
。

1-
F

周
溝

60
9

北
周

4
弥

生
後

期
壺

・
甕

－
･

－
･

－
胴

部
外

面
：

磨
き

。
内

面
：

ヘ
ラ

削
り

。
明

黄
褐

色
雲

母
を

含
む

1-
F

区
周

溝
7・

8・
10

と
同

一
固

体
。

1-
F

周
溝

60
10

北
周

3
弥

生
後

期
壺

・
甕

－
･

－
･

－
胴

部
外

面
：

磨
き

。
内

面
：

ヘ
ラ

削
り

。
明

黄
褐

色
雲

母
を

含
む

1-
F

区
周

溝
7

～
9

と
同

一
固

体
。

－ 82 －



第
３

表
　

石
器

観
察

表
地

 区
遺

構
・

位
置

図
版

番
号

遺
物

番
号

時
代

時
期

器
種

遺
物

№
識

別
№

石
 材

長
 さ

（
m

m
）

幅 （
m

m
）

厚
さ

（
m

m
）

重
量

（
ｇ

）
所

見

１
－

E
区

１
号

住
居

跡
61

1
縄

文
中

期
中

葉
石

鏃
10

5
S1

9
黒

曜
石

21
.6

 
15

.3
 

3.
6 

0.
5 

脚
欠

損

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
61

2
縄

文
中

期
中

葉
石

鏃
11

0
S3

3
黒

曜
石

18
.7

 
12

.7
 

3.
4 

0.
4 

脚
欠

損

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
61

3
縄

文
中

期
中

葉
石

鏃
11

5
S3

4
黒

曜
石

16
.9

 
9.

7 
3.

2 
0.

4 
脚

欠
損

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
61

4
縄

文
中

期
中

葉
石

鏃
一

括
S3

5
黒

曜
石

16
.9

 
13

.4
 

3.
7 

0.
4 

脚
欠

損

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
61

5
縄

文
中

期
中

葉
石

鏃
一

括
S3

6
黒

曜
石

12
.9

 
11

.8
 

3.
6 

0.
4 

尖
端

・
脚

欠
損

１
－

Ｆ
区

１
号

土
坑

61
6

縄
文

？
－

石
鏃

1
S3

7
凝

灰
岩

24
.9

 
18

.7
 

3.
8 

0.
9 

尖
端

・
脚

欠
損

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
61

7
縄

文
中

期
中

葉
石

匙
17

5
S1

0
凝

灰
岩

47
.6

 
98

.0
 

9.
1 

35
.6

 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
61

8
縄

文
中

期
中

葉
石

匙
24

5
S

６
硬

砂
岩

80
.6

 
40

.5
 

9.
8 

28
.2

 

１
－

E
区

１
号

住
居

跡
61

9
縄

文
中

期
中

葉
石

匙
21

6
S1

5
凝

灰
岩

77
.8

 
97

.0
 

11
.9

 
64

.4
 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
61

10
縄

文
中

期
中

葉
削

器
51

S
４

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
53

.3
 

52
.3

 
13

.2
 

47
.9

 

１
－

F
区

１
号

住
居

跡
61

11
縄

文
前

期
後

半
削

器
14

8
S2

4
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

97
.0

 
52

.5
 

11
.6

 
68

.0
 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
61

12
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
66

S
７

硬
砂

岩
60

.2
 

58
.1

 
13

.9
 

41
.5

 
基

部
欠

損

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
61

13
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
86

S
５

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
94

.9
 

47
.4

 
20

.7
 

10
2.

4 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
62

14
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
87

S
２

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
11

0.
8 

45
.4

 
17

.4
 

99
.1

 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
62

15
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
14

1
S

９
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

10
1.

1 
54

.6
 

20
.0

 
12

3.
9 

刃
部

欠
損

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
62

16
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
15

9
S3

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
82

.4
 

49
.3

 
13

.0
 

58
.5

 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
62

17
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
14

2
-

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
61

.5
 

49
.3

 
12

.4
 

38
.5

 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
上

層
耕

作
土

62
18

縄
文

中
期

中
葉

打
製

石
斧

一
括

-
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

10
5.

7 
45

.1
 

16
.2

 
80

.3
 

１
－

Ｄ
区

１
号

住
居

跡
62

19
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
一

括
－

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
78

.8
 

38
.8

 
12

.6
 

42
.8

 

１
－

E
区

１
号

住
居

跡
62

20
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
22

1
S1

4
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

11
9.

5 
45

.0
 

24
.2

 
15

3.
9 

刃
部

摩
滅

し
て

い
る

。

１
－

E
区

J
－

４
４

グ
リ

ッ
ド

62
21

縄
文

中
期

中
葉

打
製

石
斧

1
S2

3
硬

砂
岩

97
.6

 
44

.3
 

13
.8

 
65

.8
 

古
い

剥
離

面
に

摩
滅

が
あ

り
、

周
辺

の
二

次
加

工
に

切
ら

れ
て

い
る

。
再

加
工

品
。

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
62

22
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
92

S2
8

ホ
ル

ン
フ

ェ
ル

ス
10

9.
7 

48
.6

 
21

.9
 

12
5.

1 

１
－

F
区

２
号

住
居

跡
62

23
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
93

S3
1

硬
砂

岩
99

.6
 

42
.0

 
25

.5
 

11
4.

2 

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
62

24
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
11

7
S3

2
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

95
.1

 
45

.2
 

10
.7

 
44

.6
 

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
62

25
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
16

1
S2

9
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

10
3.

1 
47

.6
 

16
.8

 
88

.8
 

１
－

F
区

２
号

住
居

跡
62

26
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
17

4
S2

6
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

91
.2

 
48

.0
 

16
.7

 
75

.7
 

１
－

Ｆ
区

２
号

住
居

跡
62

27
縄

文
中

期
中

葉
打

製
石

斧
18

5
S2

7
ホ

ル
ン

フ
ェ

ル
ス

95
.3

 
49

.2
 

19
.2
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第４章　自然化学分析

本調査において検出した炭化材や土器付着物などの資料について、各種の自然化学分析をパリノ・サーヴェイ

株式会社に委託し、その結果は「パリノ・サーヴェイ株式会社　2009『竜安寺川西遺跡発掘調査にかかる炭素

14 年代測定業務委託報告』」、「パリノ・サーヴェイ株式会社　2010『竜安寺川西遺跡整理作業にかかる自然化

学分析業務委託報告』」として報告されている。以下は、その一部を抜粋し掲載した。

１．炭素 14 年代測定

（試料：1-B 区集石土坑検出炭化材、1-F 区３号住居跡検出炭化材、1-F 区 1 号竪穴状遺構検出炭化材）

同位体効果による補正を行った測定結果 ( 補正年代 ) は、1-B 区集石土坑炭化材は 4,960 ± 25yrBP、1-F 区３

号住居跡炭化材は 1,965 ± 25yrBP、1-F 区１号竪穴状遺構炭化材は 2,005 ± 25yrBP を示した。また、これら

の補正年代に基づく暦年較正結果 ( σ ) は、1-B 区集石土坑 炭化材は calBP5,717-5,653、1-F 区３号住居跡 炭

化材は caAD5-calAD65、1-F 区１号竪穴状遺構炭化材は calBC39-calAD20 であった（第４表）。以上の結果を参

考とすると、集石土坑は縄文時代前期後葉頃 ( 小林 ,2008)、1-F 区３号住居跡は１世紀前～中頃、1-F 区１号竪

穴状遺構は紀元前後１世紀頃の暦年代が推定される。

また、上記した３試料の炭化材の樹種同定の結果、1-B 区集石土坑炭化材と 1-F 区１号竪穴状遺構炭化材がク

リ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.)、1-F 区３号住居跡 炭化材がコナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen. 

Quercus sect. Prinus) であった。このうち、1-B 区集石土坑および３号住居跡の炭化材は出土状況等から燃料材

等としての利用の可能性がある。

以上、「パリノ ･ サーヴェイ株式会社　2009『竜安寺川西遺跡発掘調査にかかる炭素 14 年代測定業務委託報告』

より一部掲載。なお、表番号は本報告書に対応するよう修正した。

２．土器付着白色物質のＸ線回析分析およびフーリエ変換赤外分光分析

（試料：1-F 区２号住居跡出土ミニチュア土器）

白色物質には、X 線回折分析によってモンモリロナイトおよび石英、斜長石が含まれることが確認された。ま

た、赤外分光分析ではモンモリロナイトと酷似した吸収特性が認められた。これらのことから、白色物質はモン

モリロナイトを主たる構成粘土鉱物とする粘土と考えられる。

３．微細物分析

（試料：１－Ｆ区５号土坑覆土）

1-F 区５号土坑覆土試料からは、同定可能な種実は検出されず、炭化材および不明炭化物（木材組織が確認さ

れない種類・部位ともに不明の炭化物）が検出された。なお、炭化材および不明炭化物の検出量は各試料ともに

乾燥重量 1g に満たないことから、覆土中には炭化物などを含む微細植物片の混入が少なかったことが看取され

る。

４．樹種同定

（試料：1-E 区 1 号住居跡検出炭化材、1-F 区２号住居跡検出炭化材、1-F 区２号竪穴状遺構検出炭化材）

結果を第５表に示す。

縄文時代前期末の土器片が出土した竪穴状遺構および縄文時代中期中葉の竪穴住居跡から出土した炭化材は、

落葉広葉樹のクヌギ節とクリであった。クヌギ節にはクヌギとアベマキがあるが、現在の山梨県内ではクヌギが

一般的であり、アベマキは分布していないことから、今回の試料もクヌギの可能性がある。クヌギは、エノキ等
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と共に河畔林を構成し、木材は重硬で強度が高い材質を有する。一方、クリは、二次林などに普通に見られる落

葉高木で、木材は重硬で強度・耐朽性が高い材質を有する。

各炭化材の出土状況をみると、1-E 区１号住居跡の炭化材（試料№１）は柱穴覆土中から、1-F 区２号住居跡

の炭化材（試料№２）は埋甕炉付近から出土している。また、1-F 区２号竪穴状遺構の炭化材２点（試料№３，４）

は、床面直上より木材の原型を留めた状態で出土している。今回の分析結果から、燃料材にはクリが、部材など

としてクヌギ節が利用されていたことが推定される。

なお、本遺跡で実施した放射性炭素年代測定対象とされた炭化材の樹種同定結果（パリノ ･ サーヴェイ株式会

社 ,2009MS）によれば、1-B 区 集石土坑出土炭化材（4,960 ± 25yrBP）がクリに同定されている。また、本遺

跡周辺では、西田町遺跡（旧一宮町）の集石炉よりクヌギ節の炭化材が確認されている（植田 ,1997a）。これら

の結果からも、クリが燃料材として利用されていたことが窺われる。

一方、構築部材については、本遺跡周辺では事例が少なく、山梨県内では峡北地域で竪穴住居跡出土炭化材の

調査成果が多く得られている。これらの結果をみると、上北田遺跡（旧白州町）の縄文時代前期資料にクリやク

サギ、タケ亜科が確認されているほか、社口遺跡・海道前 C 遺跡（旧高根町）や酒呑場遺跡 ･ 原町農業高校遺跡（旧

長坂町）などの縄文時代中期の資料、宿尻遺跡（韮崎市）や上ノ原遺跡（旧須玉町）の縄文時代後期の資料には

クリまたはクリを主体とする組成が確認されており（パリノ・サーヴェイ株式会社 ,1993,2000,2002,2003,2005;

植田 ,1997b; 藤根 ,1999）、当該地域では縄文時代前～後期に至るまで竪穴住居跡の構築材としてクリ材が多く

利用される傾向が看取される。また、峡北地域ではクヌギ節が構築材の主体となる傾向は確認されていないこと

から、今回の分析結果が木材利用の用途の違い、あるいは、地域性を反映した結果であるかについては、今後さ

らに資料を蓄積して検討する必要がある。

以上、「パリノ・サーヴェイ株式会社　2010『竜安寺川西遺跡整理作業にかかる自然化学分析業務委託報告』

より一部掲載。表番号は、本報告書に対応するよう修正した。

表 4.　放射性炭素年代測定結果および暦年較正結果

試料名
補正年代

(yrBP)

補正年代
( 暦年較正用 )

(yrBP)

δ 13C
(‰ ) 較正暦年代（cal） 相対比 Code No.

1-B 区 集石土坑
炭化材 ( クリ ) 4,960 ± 25 4,959 ± 27 -24.69 ± 0.11

σ cal BC 3,768 - cal BC 3,704 cal BP 5,717 - 5,653 1.000
10385-1

2 σ
cal BC 3,790 - cal BC 3,691 cal BP 5,739 - 5,640 0.901
cal BC 3,687 - cal BC 3,661 cal BP 5,636 - 5,610 0.099

1-F 区 3 号住居跡
炭化材 ( コナラ節 ) 1,965 ± 25 1,967 ± 24 -24.53 ± 0.12

σ
cal AD     5 - cal AD    11 cal BP 1,945 - 1,939 0.085

10385-2
cal AD    17 - cal AD    65 cal BP 1,933 - 1,885 0.915

2 σ
cal BC    38 - cal BC     9 cal BP 1,987 - 1,958 0.106
cal BC     4 - cal AD    79 cal BP 1,953 - 1,871 0.894

1-F 区 1 号竪穴状遺構
炭化材 ( クリ ) 2,005 ± 25 2,005 ± 24 -24.79 ± 0.13

σ cal BC    39 - cal AD    20 cal BP 1,988 - 1,930 1.000
10385-3

2 σ cal BC    50 - cal AD    57 cal BP 1,999 - 1,893 1.000

表 5. 樹種同定結果
試料

№
地区 遺構 位置 樹種

1 1-E 区 1 号住居跡 柱穴内 クリ
2 1-F 区 2 号住居跡 埋甕炉付近 クリ
3 1-F 区 2 号竪穴状遺構 南東壁際 床面直上 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
4 1-F 区 2 号竪穴状遺構 北東壁際 床面直上 コナラ属コナラ亜属クヌギ節
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第５章　総括

竜安寺川西遺跡からは、時期の特定できる遺構として、縄文時代前期後半の住居跡１軒、土坑２基、ピット１

基、縄文時代中期中葉の住居跡３軒、土坑１基、弥生時代後期の住居跡１軒を発見した。また、形状が不明であっ

たり、遺物が少ないなどの理由により断定することはできないが、推定の範囲において時期を見出せる遺構とし

て、集石土坑２基（縄文時代前期～中期か）、竪穴状遺構５基、周溝１基（弥生時代後期か）などを検出している。

本章では、これらの遺構・遺物や周辺の遺跡分布を基に竜安寺川西遺跡の状況を概観する。

１．縄文時代前期後半

縄文時代前期後半の遺構は、１－Ｄ区７・８号土坑と１－Ｆ区の１号住居跡・１号ピットである。いずれも諸

磯式期の土器が出土しているが、１号住居跡と１号ピットは諸磯ｂ３段階、８号土坑は諸磯ｂ３新段階、７号土

坑は諸磯ｃ１段階に当てはめられる。１－Ｆ区１号住居跡からは諸磯ｂ３・ｂ３新・ｃ２段階の土器が出土して

いるが、最も古いｂ３段階の住居跡と考えられ、同段階の土器も他の段階に比べて多く見られる。住居内からは

住居廃絶後に掘られたと考えられる土坑が１基検出されているが、この土坑の存在が新段階の土器が出土するこ

とに関連するのではないかと考えられる。１－Ｆ区１号ピットは１－Ｆ区の北東端Ｖ -35 グリッドから検出され

ている。調査区の境界に近く、撹乱が多い地点ということも影響しているかもしれないが、周囲にピットは見ら

れず、１基単独で検出された。１号ピットから 10㎝ほど東側の石鏃が１点出土した１－Ｆ区１号土坑に関連す

る遺構である可能性も考えられる。１－Ｄ区７・８号土坑は１－Ｄ区の同一グリッドから検出されており、両者

の距離は 50㎝ほどである。非常に近い位置にある二つの土坑であるが、８号土坑のほうが１段階古い時期に比

定される。出土遺物からどちらも土坑墓であると考えられる。１基ずつではあるが、同一地点に１段階ずれた時

期の土坑墓が存在することから、土坑周辺が一定の期間にわたって墓域として認識されていたのではないかと考

えられる。

周辺の遺跡では、西側の狐川を挟んだ一の沢遺跡や京原遺跡、さらに御坂山脈の北側山麓の寺平遺跡などで諸

磯式期の住居跡が確認されている。いずれも軒数は少なく、本遺跡周辺を含め狐川扇状地一帯の該期においては、

小規模な集落が点在していた状況が推測される。

２．縄文時代中期中葉

縄文時代中期中葉の遺構は、１－Ｄ区１号住居跡、１－Ｅ区１号住居跡・12 号土坑、１－Ｆ区２号住居跡である。

いずれも新道式期の遺物が出土しており、各遺構はほぼ同一時期に存在したと考えられる。１－Ｄ区１号住居跡

と１－Ｅ区１号住居跡の土器には、・深鉢形土器の重三角区画の中に三叉文が見られる・三角押文が三角形押圧

に変化し、間隔が広くなる・胴部の底部に近い部分に楕円区画横帯文が見られるなど、１－Ｆ区２号住居跡に比

べやや新しい段階（新道２段階）の特徴を持った土器が多く見られる。これは、１－Ｄ区１号住居跡では住居内

に住居廃絶後に掘られたと考えられる土坑が存在し、１－Ｅ区１号住居跡では住居廃絶後に祭祀行為が行われた

ことが想定される礫や遺物の出土状況が見られるなど、住居跡の２次利用によって新しい段階の遺物が含まれる

ためと考えられる。これに対し、１－Ｆ区２号住居跡では、東側の壁付近に住居廃絶後の土坑が検出されたものの、

住居中央に埋甕炉が残るなど、住居として使用されていた状態を比較的良好に留めているものと考えられる。３

軒の住居跡は 15 ～ 25 ｍの間隔をおいて弧状に配置されており、同時期に営まれた小規模な集落と考えられる。

また、土坑墓と考えられる１－Ｅ区 12 号土坑からは、１－Ｅ区１号住居跡の礫周辺出土土器と同一個体になる

と考えられる土器片（１住２、12 号土２）が出土していることから、12 号土坑は住居内土坑や祭祀行為など住

居跡の２次利用と同じ時期の遺構と考えられ、住居跡よりもやや新しい時期に比定される。

周辺の遺跡では、新道式期の遺構が発見された例は少なく、一の沢遺跡において１軒検出されているのみであ

る。一の沢遺跡では、その後の井戸尻式期後半から曽利㈼式期かけて住居跡が急激に増加し、継続的に集落が営

まれるようになる。
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３・弥生時代後期

弥生時代後期の遺構は、１－Ｆ区３号住居跡、１－Ｅ区１・２号竪穴状遺構である。どの遺構も遺物が非常に

少ないが、中部高地型の櫛描文系土器群に含まれる土器が出土している。１－Ｆ区３号住居跡からは、口縁部が

内湾し、口縁部と頸部に櫛描波状文が施される壺形土器の上半部のみの出土であるが、住居跡の床面から検出し

た炭化材の年代測定においても弥生時代を支持する結果（1,965 ± 25yrBP）が出ている。１－Ｆ区３号住居跡は、

北西側が調査区の境界に接し、北東側を撹乱によって失っているため、全体の形状は不明であるが、遺構確認面

から床面までの深さが 48㎝ある掘り込みのしっかりした小判形もしくは隅丸方形・長方形の竪穴住居になると

考えられる。北西側の調査区外側は土地の区画によってコンクリート壁が設けられ、１ｍ以上低く削られている

ため、３号住居跡の未検出部分はもちろんのこと、周辺に遺構が存在したとしても消失してしまっていると考え

られる。１－Ｅ区１・２号竪穴状遺構も調査区の境界や撹乱によって、全体の形状がわからず、遺物も１点ずつ

出土しているのみである。この他に、遺物は出土していないが、炉と考えられる施設を持つ１－Ｆ区１号竪穴状

遺構では、炉の周辺から検出した炭化材の年代測定によってやはり弥生時代に相当する結果（2,005 ± 25yBP）

が出ている。１－Ｅ区１・２号竪穴状遺構と１－Ｆ区１～３号竪穴状遺構には、竪穴の深さ（10 ～ 20㎝ほどで

浅い）や覆土（シルト質でしまりが弱い）などに共通点が見られ、同時期の遺構である可能性が高いと考えられる。

また、１－Ｆ区１・３号竪穴状遺構からは炉が検出されていることから、住居跡として考える方が妥当であろう。

他の竪穴状遺構についても遺構全体の状況は不明であり、住居跡であった可能性は十分あると考えられる。これ

ら竪穴状遺構と１－Ｆ区３号住居跡では、竪穴の深さや覆土が明確に異なり、竪穴状遺構の中に住居跡が含まれ

ていると考えると、弥生時代後期の中にあって、２つの異なる時期に住居跡が営まれていたと推定され、年代測

定の結果を基にすると、竪穴状遺構の方がやや古い時期に使用された遺構ということになる。１－Ｆ区 3 号住

居跡は単独で存在しているため、集落の中における位置は不明であるが、竪穴状遺構を住居跡と考えた場合、１

区の北～北東側を中心とした集落の存在が想定できる。

周辺の遺跡では、狐川対岸の立石北遺跡で弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の住居跡１軒と掘立柱建物跡が

確認され、立石北遺跡の北側にある西原遺跡では方形周溝墓群が確認されるなど、狐川左岸の扇状地上において

弥生時代の遺構がいくつか見られる。また、竜安寺川右岸の竜安寺山山上の上の平遺跡では、弥生時代後期の住

居跡が７軒確認されているが、いずれの遺跡とも距離・地形的にやや隔たりがあり、それぞれが異なる単位の集

落であったと考えられる。

４．１－Ｆ区検出の周溝について

１－Ｆ区北東端部から円形になると想定される周溝を検出した。形状からは、弥生時代後期～古墳時代前期の

円形周溝墓や古墳時代後期の円墳ではないかと考えられるが、埋葬主体部にあたる周溝の内側は耕作によって削

平されている。遺跡の周辺では、狐川左岸で多くの円墳の存在が確認されており、同じく狐川左岸の扇状地扇端

部にある西原遺跡からは方形周溝墓群が確認されている。しかし、狐川右岸から竜安寺川にかけての緩斜面上に

おいては、古墳などの存在は確認されておらず、分布の状況は不明である。周溝を検出した調査区北東端の土地

の区画がやや不自然に膨らむなど、墳丘の存在を窺わせる周囲の状況も見られるが、古墳時代の遺物が皆無であ

り、周溝内から少量ではあるが弥生時代後期の土器片が出土したことや、周溝と竪穴状遺構の覆土が類似してい

ることなどから、現段階においては、弥生時代後期の円形周溝墓としておきたい。
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写真図版 1

１－Ｂ区１～３号土坑 １－Ｂ区集石土坑（検出面）

１－Ｂ区集石土坑（断面） １－Ｃ区１号土坑

１－Ｄ区１号住居跡 １－Ｄ区１号住居跡 炉

１－Ｄ区１号住居跡内 1 号土坑 １－Ｄ区１号住居跡内 ２　号土坑



写真図版 2

１－Ｄ区１号住居跡内 ３号土坑 １－Ｄ区７号土坑

１－Ｄ区７・８号土坑（左が 7 号土坑） １－Ｅ区１号住居跡

１－Ｅ区１号住居跡内 礫 １－Ｅ区１号住居跡 調査風景

１－Ｅ区１号竪穴状遺構 １－Ｅ区２号竪穴状遺構



写真図版 3

１－Ｅ区 12・13 号土坑（右が 12 号土坑） １－Ｅ区集石土坑

１－Ｅ区溝状遺構 １－Ｆ区１号住居跡

１－Ｆ区２号住居跡 １－Ｆ区２号住居跡 埋甕炉

１－Ｆ区２号住居跡内 土坑 １－Ｆ区２号住居跡 調査風景



写真図版 4

１－Ｆ区３号住居跡 １－Ｆ区３号住居跡 遺物出土状況

１－Ｆ区１号竪穴状遺構 １－Ｆ区２号竪穴状遺構

１－Ｆ区３号竪穴状遺構 １－Ｆ区１号土坑

１－Ｆ区１号ピット １－Ｆ区周溝



写真図版 5

１－Ｄ区１号住居跡出土遺物 １－Ｄ区１号住居跡出土遺物（№３）

１－Ｄ区７号土坑出土遺物 １－Ｄ区８号土坑出土遺物

１－Ｅ区１号住居跡出土遺物 １－Ｅ区１号住居跡出土遺物（左から№６・７）

１－Ｅ区１・２号竪穴状遺構、３・４号土坑出土遺物 １－Ｅ区 12 号土坑出土遺物



写真図版 6

１－Ｆ区１号住居跡出土遺物 １－Ｆ区２号住居跡出土遺物

１－Ｆ区２号住居跡出土遺物（右から№９・10） １－Ｆ区２号住居跡出土遺物（№ 16）

１－Ｆ区２号住居跡出土遺物（№ 16） １－Ｆ区３号住居跡出土遺物

１－Ｆ区５号土坑・1 号ピット出土遺物 １－Ｆ区周溝出土遺物



写真図版 7
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